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山
崎
闇
斎
の
学
問
は
、
主
と
し
て
そ
の
門
弟
浅
見
絅
斎
・
佐
藤
直
方
・
三
宅
尚
斎
の
崎
門
三
派
と
、
神
道
を
専
ら
と
す
る
垂
加
派
と
に
よ

つ
て
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
浅
見
絅
斎
派
の
主
流
は
若
林
強
斎
に
よ
つ
て
引
継
が
れ
た
。
強
斎
が
京
都
堺
町
通
に
開
い

た
学
堂
望
楠
軒
は
、
彼
の
歿
後
、
門
人
の
小
野
鶴
山
、
同
じ
く
西
依
成
斎
が
相
次
い
で
継
承
し
、
そ
の
後
も
幕
末
ま
で
よ
く
維
持
さ
れ
た
の

で
あ
つ
た
。
こ
の
学
統
よ
り
梅
田
雲
浜
・
有
馬
新
七
等
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、
維
新
回
天
の
思
想
的
源
泉
と
し
て
称
揚
さ
れ
る
こ
と
も
多
か

つ
た
。

右
学
統
に
つ
い
て
は
、
絅
斎
・
強
斎
に
関
す
る
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
来
た
の
に
比
し
て
、
強
斎
歿
後
の
望
楠
軒
の
学
問
に
関
し
て
は
、

近
藤
啓
吾
翁
・
岸
本
三
次
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
（
1
）が

あ
り
、
筆
者
も
成
斎
門
人
の
奥
野
寧
斎
に
関
し
て
少
し
く
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
2
）が

、

必
ず
し
も
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
い
ひ
難
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
て
は
、
天
明
・
寛
政
か
ら
文
化
年
間
に
か
け
近
江
大
津
に
て
活

動
し
、
当
時
の
望
楠
軒
学
派
の
中
心
的
学
者
で
あ
つ
た
川
島
栗
斎
（
宝
暦
五
年
～
文
化
八
年
）
の
事
蹟
と
学
問
思
想
の
一
端
を
述
べ
、
江
戸
時

代
後
期
に
於
い
て
絅
斎
・
強
斎
の
思
想
が
如
何
に
継
承
・
展
開
さ
れ
て
ゐ
た
の
か
を
知
る
材
料
を
加
へ
て
み
た
い
。
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一
、
栗
斎
の
人
物

栗
斎
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
翁
に
「
川
島
栗
斎
所
講
『
論
語
講
義
』
に
つ
い
て
―
崎
門
朱
子
学
概
説
―
」（
同
『
続
々
山
崎
闇
斎
の
研
究
』

神
道
史
学
会
、
平
成
七
年
に
所
収
）、
及
び
「
川
島
栗
斎
『
祝
中
島
成
章
元
服
』
詩
に
つ
い
て
」（
同
『
四
禮
の
研
究
』
臨
川
書
店
、
平
成
十
五
年
に

所
収
）
が
あ
つ
て
、
既
に
そ
の
略
伝
や
詩
文
の
特
色
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
近
藤
翁
も
用
ゐ
ら
れ
た
栗
斎
の
詩
文

集
『
撃
壌
集
』（
後
述
）
等
に
よ
り
つ
つ
、
改
め
て
そ
の
生
涯
を
詳
述
し
て
お
か
う
。

ま
づ
、
川
島
家
の
香
華
所
、
大
津
市
長
等
の
傳
光
院
に
現
存
す
る
栗
斎
の
墓
碑
を
見
る
と
、
表
に
「
川
島
栗
斎
先
生
之
墓
／
妻
吉
原
氏
祔
」

と
刻
し
、
陰
に
は
、

先
生
初
名
正
臣
、
後
改
寛
正
又
直
正
、
称
専
蔵
、
号
栗
斎
、
別
号
清
清
翁
、
宝
暦
五
年
乙
亥
秋
九
月
廿
四
日
生
、
文
化
八
年
辛
未
秋
七

月
廿
二
日
終

と
あ
つ
て
、
基
本
的
な
事
項
が
知
ら
れ
る
（
3
）。

ま
た
、
明
治
四
十
四
年
の
『
大
津
市
志
』（
大
津
市
私
立
教
育
会
編
、
淳
風
房
）

の
人
物
篇
に
栗
斎
の
項
が
あ
り
、
ほ
ぼ
碑
陰
の
内
容
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
が
、

「
世
々
石
原
氏
の
吏
た
り
。」
の
記
事
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
石
原
氏
と
は
、
大

津
代
官
を
務
め
た
石
原
清
衛
門
家
の
こ
と
で
あ
り
、
川
島
家
が
そ
の
下
僚
を
務

め
て
ゐ
た
こ
と
は
、『
京
都
武
鑑
（
4
）』

及
び
『
大
津
代
官
所
記
録
（
5
）』

に
よ
つ
て
知

ら
れ
る
。
但
し
石
原
氏
が
大
津
代
官
と
な
る
の
は
安
永
元
年
で
あ
り
、
そ
れ
以

前
よ
り
川
島
家
は
大
津
代
官
所
（
享
保
七
年
よ
り
安
永
元
年
ま
で
は
京
都
町
奉
行
支
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配
）
の
同
心
を
歴
仕
し
て
ゐ
た
。
こ
の
事
は
、『
大
津
代
官
所
記
録
』
中
の
『
西
山
町
字
大
濱
一
件
留
』
に
見
え
る
享
保
十
四
年
の
覚
に
「
川

嶋
覚
右
衛
門
」
の
名
が
あ
り
、『
京
都
武
鑑
』
大
津
御
役
所
の
項
に
は
、
宝
暦
九
年
、
東
組
同
心
組
頭
と
し
て
「
川
嶋
専
蔵
」、
明
和
五
年
と

安
永
七
年
の
東
組
目
付
と
し
て
「
川
嶋
惣
右
衛
門
」
が
見
え
る
の
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。
な
ほ
、
右
の
専
蔵
・
惣
右
衛
門
は
共
に
栗
斎
の
父

正
為
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

し
か
し
、
栗
斎
自
身
は
代
官
所
の
吏
員
と
な
る
道
を
歩
ま
な
か
つ
た
。
即
ち
、
後
に
掲
げ
る
栗
斎
の
著
『
或
問
雑
録
』
に
「
年
成
童
ニ
過

テ
ハ
、
毎
々
官
長
ヨ
リ
モ
召
出
ス
ベ
キ
命
ヲ
蒙
リ
シ
カ
ド
モ
、
諸
藝
修
行
ノ
障
リ
也
ト
テ
、
コ
レ
ヲ
辞
謝
シ
テ
、
年
三
十
歳
ニ
至
ル
マ
デ
膝

下
ニ
成
長
シ
侍
リ
」
云
々
と
あ
り
、
父
正
為
の
意
向
に
よ
り
学
問
に
専
念
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
寛
政
二
年
、
父
が
代
官
所

を
致
仕
し
た
時
に
栗
斎
が
撰
し
た
「
賀
二
大
人
致
仕
一
」（『
撃
壌
集
』
所
収
、
以
下
栗
斎
詩
文
の
引
用
は
全
て
同
書
に
よ
る
。
原
漢
文
）
に
、「
即
日

男
正
明
に
命
じ
其
の
禄
を
継
が
し
む
」
と
見
え
、
父
の
後
は
栗
斎
の
弟
正
明
が
襲
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

さ
て
、
栗
斎
の
「
題
二
蔵
書
録
一
」
に
は
、

予
、
幼
き
よ
り
書
を
読
む
を
好
む
。
家
、
素
よ
り
四
書
の
集
註
・
五
経
の
素
本
・
古
文
・
三
体
詩
・
文
選
傍
訓
有
り
。
父
に
従
ひ
て
之

を
読
み
、
歳
十
有
二
に
及
び
（
原
註
・
三
月
九
日
佐
久
間
正
蔵
紹
介
を
為
す
）
初
め
て
業
を
木
斎
（
原
註
・
後
寧
斎
と
改
む
）
奥
野
先
生
の

門
に
受
く
。
常
に
講
席
に
陪
し
、
幸
に
聖
賢
道
学
の
指
を
聴
く
を
得
た
り
。

と
あ
り
、
幼
時
よ
り
父
の
訓
育
を
受
け
、
や
が
て
明
和
三
年
、
十
二
歳
の
時
に
奥
野
寧
斎
に
入
門
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
寧
斎
も
や
は
り

大
津
の
人
、
西
依
成
斎
の
門
弟
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
栗
斎
は
本
格
的
に
崎
門
の
学
問
を
修
め
る
こ
と
と
な
つ
た
。
な
ほ
、
寧
斎
を
紹
介
し
た

佐
久
間
正
蔵
は
、
大
津
代
官
所
西
組
組
頭
、
父
の
同
僚
で
あ
つ
た
。

そ
し
て
、『
或
問
雑
録
』「
は
し
書
」
に
、
自
ら
「
い
ま
だ
弱
冠
な
ら
ざ
る
時
よ
り
児
童
の
師
と
な
り
て
、
あ
け
く
れ
句
読
を
授
け
ぬ
」
と

述
べ
る
通
り
、
栗
斎
は
早
く
よ
り
子
弟
を
教
授
す
る
立
場
と
な
つ
て
ゐ
た
。
ま
た
、
二
十
二
歳
の
安
永
五
年
に
は
「
盈
科
書
院
記
」
を
書
い
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て
ゐ
る
。
こ
の
盈
科
書
院
は
、
摂
津
泉
原
（
現
茨
木
市
）
の
村
田
季
武
（
西
依
成
斎
門
）
が
開
い
た
私
塾
で
あ
つ
て
、
奥
野
寧
斎
が
こ
こ
に
招

か
れ
て
諸
国
の
才
子
を
教
授
し
て
ゐ
た
（
6
）。

恐
ら
く
栗
斎
も
こ
の
書
院
で
学
ん
だ
時
期
が
あ
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

栗
斎
は
、
後
に
西
依
成
斎
に
も
従
学
し
、
寛
政
九
年
に
成
斎
が
歿
し
た
際
に
は
「
哭
二
西
依
老
先
生
一
幷
小
伝
」
を
作
つ
て
ゐ
る
。
さ
ら

に
成
斎
門
弟
の
松
坊
順
専
（
号
同
人
斎
、
祇
園
社
社
僧
）
よ
り
も
神
道
を
学
ん
だ
如
く
で
あ
る
（「
哭
二
同
人
斎
大
徳
一
」、
ま
た
後
掲
の
栗
斎
所
講
『
神

代
巻
師
説
』
に
も
「
先
師
松
ノ
坊
ノ
咄
ニ
モ
」
云
々
と
あ
る
）。
な
ほ
、
書
は
京
都
の
書
家
大
谷
永
庵
に
学
ん
で
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（「
為
二
小

林
宗
清
一
書
」）。

さ
て
、
栗
斎
は
三
十
歳
頃
に
家
を
出
て
、
学
者
と
し
て
独
立
し
た
。「
四
宮
祭
事
所
レ
牽
王
母
方
朔
之
像
匱
上
文
」
は
、
大
津
市
旧
丸
屋

町
（
現
中
央
一
丁
目
）
が
、
大
津
祭
に
て
牽
く
西
王
母
山
の
由
来
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
栗
斎
の
居
所
は
丸
屋
町
で
あ
つ

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
（
7
）。

こ
の
頃
の
詩
に
「
戊
申
此
年
復
独
居
二
首
」（
天
明
八
年
、
三
十
四
歳
）
が
あ
る
の
で
、
左
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

兪
杖
念
殊
恩

兪
杖
殊
恩
を
念
ひ

菜
衣
怍
犬
豚

菜
衣
犬
豚
を
怍
づ

人
誹
世
業
拙

人
は
世
業
の
拙
き
を
誹
り

隣
厭
吾
伊
喧

隣
は
吾
伊
の
喧
き
を
厭
ふ

好
劔
尚
豪
気

劔
を
好
み
て
豪
気
を
尚
び

談
兵
亦
劇
論

兵
を
談
じ
て
亦
劇
論

生
平
何
所
学

生
平
何
の
学
ぶ
所
ぞ

矢
不
掃
公
門

矢
く
は
公
門
を
掃
は
ざ
ら
ん
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身
辞
造
請
静

身
は
造
請
を
辞
し
て
静
か
に

家
列
市
城
喧

家
は
市
城
に
列
し
て
喧
し

相
圃
時
観
徳

相
圃
時
に
観
徳
し

董
帷
日
講
論

董
帷
日
に
講
論
す

少
窺
国
史
奥

少
し
く
国
史
の
奥
を
窺
ひ

窃
識
我

王
尊

窃
か
に
我
が
王
の
尊
き
を
識
る

説
得
幽
栖
意

説
き
得
た
り
幽
栖
の
意

揮
毫
代
晤
言

毫
を
揮
ひ
て
晤
言
に
代
ふ

こ
の
詩
に
は
、
公
務
を
避
け
市
中
に
て
自
適
の
講
学
に
努
め
て
ゐ
た
状
が
活
写
さ
れ
て
を
り
、
ま
た
「
国
史
の
奥
を
窺
ふ
」
と
も
あ
つ
て
、

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
始
め
と
す
る
国
書
に
も
深
く
沈
潜
し
て
ゐ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。

右
の
如
く
生
涯
仕
途
に
就
か
な
か
つ
た
栗
斎
で
は
あ
つ
た
が
、『
撃
壌
集
』
に
は
「
復
二
石
原
荘
明
府
一
書
」「
寄
二
石
荘
明
府
一
書
」
等
、

石
原
代
官
に
対
す
る
文
が
多
く
収
め
ら
れ
て
を
り
、
屢
〻
石
原
氏
よ
り
の
諮
問
に
応
じ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
代
官
石
原
正
通
が
録
し
た

栗
斎
の
『
中
庸
講
義
』
も
伝
は
り
、
代
官
所
へ
の
出
講
も
多
か
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

栗
斎
は
、
算
術
に
も
秀
で
て
を
り
、「
祭
二
田
島
定
明
一
文
」
に
「
予
、
算
術
を
以
て
同
志
に
授
く
る
、
亦
三
二
百
人
を
下
ら
ず
」
と
あ
り
、

享
和
三
年
刊
の
『
東
海
道
人
物
誌
』
の
大
津
駅
の
項
に
は
、「
儒
」「
算
術
」
と
し
て
「
川
島
専
蔵
」
の
名
を
挙
げ
て
あ
る
。
栗
斎
は
、「
夫

れ
算
数
の
理
を
熟
玩
す
れ
ば
、
則
ち
大
極
陰
陽
の
妙
、
一
本
万
殊
の
実
、
己
を
修
め
物
に
接
す
る
の
要
、
読
書
講
学
の
法
、
自
ら
其
の
中
に

具
は
る
。」（「
送
三
大
西
滝
次
帰
二
讃
岐
一
序
」）
と
の
信
念
を
述
べ
て
ゐ
る
。
崎
門
で
は
、
三
宅
尚
斎
も
数
学
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が(8
)、

栗
斎
も
天
理
の
妙
用
を
理
解
す
る
た
め
に
缺
か
せ
ぬ
も
の
と
し
て
算
学
を
究
め
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
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さ
ら
に
、
武
道
の
方
面
に
て
は
、
前
の
詩
に
も
あ
つ
た
通
り
剣
術
を
修
め
、
後
述
す
る

如
く
幼
時
よ
り
弓
術
も
嗜
ん
で
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
墓
碑
に
よ
る
と
栗
斎
は
実
名
を
両
度
改
め
て
ゐ
る
が
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
考

へ
て
お
か
う
。
初
名
の
「
正
臣
」
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
例
は
確
認
で
き
な
い
が
、
三
十
二

歳
の
天
明
六
年
十
一
月
に
若
林
強
斎
の
『
笏
訓
訣(9
)』

を
書
写
し
た
際
の
署
名
が
「
寛
正
」

と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
最
初
の
改
名
が
あ
つ
た
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
同
八

年
二
月
に
歿
し
た
栗
斎
の
室
上
田
氏
（
後
述
）
の
墓
碑
に
は
、「
川
島
寛
正
室
上
田
氏
之

墓
」
と
あ
る
。
し
か
し
翌
寛
政
元
年
十
月
の
「
与
二
佐
野
文
甫
一
書
」
の
文
中
に
は
「
直
正
」

と
称
し
て
あ
り
、
そ
の
間
に
改
名
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
か
る
。
或
い
は
寛
政
改
元
（
正
月

二
十
五
日
）
を
機
に
、「
寛
正
」
が
年
号
に
重
な
る
の
を
憚
つ
て
改
め
た
も
の
か
も
知
れ

な
い
。

市
井
の
学
人
と
し
て
名
聞
を
求
め
な
か
つ
た
栗
斎
で
あ
つ
た
が
、
当
時
の
栗
斎
に
対
す

る
世
評
の
一
端
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
京
都
の
崎
門
派
・
小
川
晋
斎
の
学
談
を
記
し
た
『
小

川
晋
斎
学
話(10
)』

に
よ
る
と
、

大
津
ノ
河
嶋
ヲ
信
向
ス
ル
人
ガ
ア
ル
。
河
嶋
ハ
西
依
ノ
門
人
ナ
ル
奥
野
又
一
ノ
門
弟
也
。
此
西
依
デ
モ
若
林
デ
モ
タ
ヾ
絅
斎
先
生
丸
々

信
仰
シ
テ
イ
ラ
ル
。
絅
斎
先
生
ト
イ
ヘ
ド
モ
ア
ヤ
マ
リ
ガ
ア
ル
。

云
々
と
見
え
て
ゐ
る
。
晋
斎
は
、
三
宅
尚
斎
門
の
北
澤
遜
斎
に
学
ん
だ
人
で
、
文
化
七
年
に
七
十
二
歳
に
て
歿
し
て
ゐ
て
、
栗
斎
と
は
同
時

代
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
浅
見
絅
斎
学
統
を
批
判
的
に
述
べ
て
あ
る
が
、
栗
斎
は
そ
の
学
系
の
う
ち
に
て
一
定
の
名
声
を
得
て
ゐ
た
こ
と
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が
窺
へ
る
。
後
述
の
如
く
、
栗
斎
は
、
同
じ
望
楠
軒
派
の
鈴
木
尋
思
斎
（
別
号
潤
斎
）
の
後
を
継
い
で
闇
斎
点
『
五
経
』
の
改
点
、
ま
た
『
朱

子
行
状
』
の
改
点
も
行
つ
て
を
り
、
文
化
の
初
期
、
京
都
周
辺
に
於
け
る
同
派
の
中
核
的
存
在
で
あ
つ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

ま
た
文
化
四
年
二
月
、
若
林
強
斎
が
創
祀
し
、
奥
野
寧
斎
等
が
再
興
し
た
近
江
多
賀
の
垂
加
霊
社
の
神
体
が
紛
失
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ

つ
た
が
、
栗
斎
は
そ
の
再
祀
に
際
し
て
祭
主
を
務
め
、
祭
文
も
撰
し
て
ゐ
る(11
)（「

祭
二
垂
加
霊
社
一
文
」）。

栗
斎
が
精
力
的
に
門
弟
の
教
育
に
当
つ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
多
く
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
そ
の
講
義
筆
録
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
が
、
晩
年
は
病
身

で
あ
つ
た
如
く
で
、
文
化
五
年
開
講
の
『
論
語
講
義
』
の
上
原
立
斎
識
語
に
は
、

先
生
、
晩
年
自
ら
謂
へ
ら
く
、
桑
楡
漸
く
逼
る
と
。
是
を
以
て
毎
講
門
人
を
し
て
席
上
筆
す
る
所
を
浄
写
せ
し
め
て
、
先
生
こ
れ
を
手

訂
し
、
以
て
こ
れ
を
後
学
に
貽
す
。
故
に
先
生
の
意
を
失
は
ざ
る
な
り
。（
原
漢
文
）

と
、
自
ら
死
の
近
い
こ
と
を
覚
え
、
講
学
の
集
成
を
期
し
て
ゐ
る
。

し
か
し
栗
斎
は
、
文
化
八
年
の
夏
、
疾
に
伏
し
、
同
七
月
二
十
二
日
、
五
十
七
歳
を
以
て
歿
し
た
。
傳
光
院
先
塋
の
側
に
葬
ら
れ
、
法
諡

を
大
音
院
覚
翁
直
正
居
士
と
い
ふ
。
そ
れ
ま
で
『
論
語
』
講
義
の
他
、『
小
学
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
武
巻
も
講
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
れ

ら
も
中
途
に
し
て
已
ん
で
し
ま
つ
た
。
前
掲
『
大
津
市
志
』
の
内
堀
英
長
（
栗
斎
門
人
）
の
項
に
は
、
英
長
宛
の
栗
斎
遺
書
が
引
か
れ
、

年
来
学
術
御
熱
心
之
事
、
珍
重
存
候
。
其
故
拙
者
雖
二
歿
後
一
先
師
相
伝
の
講
義
并
に
蔵
書
類
無
二
御
遠
慮
一
御
持
帰
り
御
一
見
御
筆
等

可
レ
被
レ
成
候
。
尤
も
神
書
儒
書
講
義
之
類
、
自
二
先
師
一
以
来
非
二
其
人
一
而
不
レ
伝
事
に
候
間
、
其
御
心
得
に
て
妄
に
他
見
等
御
許
有

レ
之
間
敷
候
。

と
あ
り
、
学
派
伝
来
の
講
義
録
と
蔵
書
は
英
長
へ
譲
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
栗
斎
の
性
行
に
つ
い
て
は
、
既
に
近
藤
啓
吾
翁
が
『
撃
壌
集
』
を
評
し
、
そ
の
詩
は
「
清
雅
に
し
て
淡
寂
」、
文
は
「
そ
の
人
物

の
ご
と
く
温
雅
平
明
、
奇
異
を
排
し
人
の
喝
采
を
求
め
ん
と
す
る
の
意
全
く
な
く
」、
正
学
を
正
し
く
解
し
て
身
に
行
ず
る
の
決
意
が
常
に
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示
さ
れ
て
ゐ
る
、
と
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
（
前
掲
「
川
島
栗
斎
『
祝
中
島
成
章
元
服
』
詩
に
つ
い
て
」）
か
ら
、
こ
こ
で
は
栗
斎
の
詩
一
首

を
掲
げ
て
そ
の
風
懐
を
偲
ぶ
こ
と
と
す
る
。

自
負

安
歩
当
車
晩
食
肉

安
歩
当
車
晩
食
は
肉

生
涯
富
貴
不
干
禄

生
涯
富
貴
禄
を
干
め
ず

勿
謂
病
翁
無
世
才

謂
ふ
勿
れ
病
翁
世
才
無
し
と

広
居
仁
里
是
景
福

広
居
仁
里
是
れ
景
福

二
、
家
族
・
門
流
・
交
友

○
家
族

こ
こ
で
は
、
傳
光
院
に
現
存
す
る
川
島
家
の
墓
碑
と
檀
家
資
料
と
に
主
と
し
て
拠
り
つ
つ
、
栗
斎
の
家
族
親
族
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

栗
斎
の
父
は
、
名
を
正
為
と
い
ひ
、
専
蔵
、
ま
た
惣
右
衛
門
と
称
し
た
。
前
述
の
如
く
、『
京
都
武
鑑
』
に
大
津
代
官
所
東
組
同
心
目
付

と
し
て
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
「
川
嶋
専
蔵
」「
川
嶋
惣
右
衛
門
」
は
彼
の
事
で
あ
ら
う
。
正
為
は
代
官
石
原
氏
の
信
任
厚
く
、
前
掲
の
「
賀
二

大
人
致
仕
一
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政
二
年
、
七
十
歳
に
至
つ
て
骸
骨
を
乞
う
た
が
、
当
時
の
代
官
石
原
正
範
は
「
吏
事
に
老
な
る
と
人
の
望
と

を
以
て
」
許
さ
ず
、
さ
ら
に
一
年
を
勤
め
た
後
、
禄
を
辞
し
た
。
翌
寛
政
三
年
十
一
月
五
日
歿
、
法
諡
は
音
響
院
自
覚
正
元
居
士
、
墓
碑
に

は
「
川
島
正
元
正
為
墓
妻
鳥
居
氏
祔
」
と
あ
る
。『
或
問
雑
録
』
に
よ
る
と
、
正
為
は
栗
斎
七
歳
の
時
よ
り
自
ら
手
習
・
素
読
を
施
し
、
そ

の
様
子
は
「
若
ハ
怠
リ
又
ハ
忘
レ
ナ
ド
ス
ル
時
ハ
、
大
ニ
怒
テ
鞭
ウ
チ
追
出
シ
ナ
ド
、
少
シ
モ
容
舎
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
、
厳
し
い
も
の
で
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あ
つ
た
と
い
ふ
。
栗
斎
が
学
者
と
し
て
立
つ
を
得
た
の
は
、
彼
の
鋭
敏
の
才
を
認
め
た
父
の
提
撕
あ
つ
て
の
故
で
あ
つ
た
。

正
為
の
室
、
即
ち
栗
斎
の
母
鳥
居
氏
に
つ
い
て
は
、『
或
問
雑
録
』
に
、

母
モ
亦
、
父
ノ
心
ヲ
心
ト
シ
テ
、
ヨ
ク
教
育
ヲ
加
ヘ
、
戒
メ
ノ
中
ニ
愛
ヲ
含
ミ
テ
、
吾
玄
冬
ノ
比
、
夜
イ
マ
ダ
明
ザ
ル
ニ
起
テ
書
ヲ
ヨ

ミ
ナ
ン
ト
ス
ル
ヲ
知
レ
バ
、
吾
ヨ
リ
早
ク
起
テ
茶
ヲ
煮
、
飯
ヲ
ツ
ク
リ
テ
吾
ニ
与
ヘ
、
或
ハ
草
射
ナ
ド
射
ル
時
ニ
、
矢
ヲ
取
モ
ノ
ナ
ケ

レ
バ
自
矢
ヲ
取
テ
、
怠
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
欲
ス
ル
ナ
ド
、
諸
事
コ
レ
ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
知
ベ
シ
。

と
、
子
女
を
厳
し
く
学
ば
せ
た
正
為
の
意
に
添
ひ
つ
つ
、
愛
情
を
以
て
養
育
に
努
め
て
ゐ
た
こ
と
が
回
想
さ
れ
て
ゐ
る
。
鳥
居
氏
は
文
化
元

年
九
月
二
十
八
日
、
七
十
二
歳
を
以
て
歿
し
た
。
法
諡
は
利
善
院
元
誉
貞
春
大
姉
。

栗
斎
に
は
前
後
二
人
の
妻
が
あ
つ
た
。
初
め
の
室
上
田
氏
の
墓
碑
は
、
前
述
の
通
り
傳
光
院
に
現
存
し
、
天
明
八
年
二
月
二
十
二
日
に
歿

し
て
ゐ
る
。
檀
家
資
料
に
よ
れ
ば
二
十
二
歳
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
従
つ
て
明
和
四
年
の
生
れ
、
栗
斎
よ
り
十
二
歳
の
年
少
で
あ
つ
た
。

法
諡
は
亨
室
利
元
信
女
。
ま
た
墓
碑
の
右
側
に
は
「
利
暁
童
子
」
の
文
字
を
刻
す
る
。
檀
家
資
料
に
は
見
え
て
ゐ
な
い
が
、
栗
斎
と
の
間
に

早
世
し
た
子
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

継
室
吉
原
氏
は
、
名
を
千
賀
と
い
ひ
、
栗
斎
墓
に
祔
さ
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
墓
碑
の
右
に
は
「
天
保
九
戊
戌
年
十
月
廿
七
日
終
」
と
歿
時
が

刻
ま
れ
て
ゐ
る
。
檀
家
資
料
に
は
七
十
二
歳
と
あ
る
か
ら
、
明
和
四
年
の
生
れ
、
前
室
上
田
氏
と
は
同
齢
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
法
諡
は

量
岳
正
寿
信
女
。

栗
斎
と
吉
原
氏
と
の
間
に
は
女
子
が
あ
り
、
名
を
富
と
い
つ
た
。
寛
政
二
年
に
生
れ
、
享
和
元
年
、
十
二
歳
に
て
早
世
し
て
し
ま
つ
た
。

法
諡
は
貞
周
童
女
。
栗
斎
に
「
悼
二
長
女
富
一
」
の
長
詩
が
あ
つ
て
、
悲
嘆
の
情
が
綴
ら
れ
て
ゐ
る
。

檀
家
資
料
に
よ
る
と
、
栗
斎
に
は
も
う
一
人
女
子
が
あ
り
、
吉
原
氏
の
所
生
と
思
は
れ
る
が
、
文
化
五
年
、
十
六
歳
を
以
て
、
や
は
り
父

に
先
立
つ
て
歿
し
て
ゐ
る
。
法
諡
は
白
応
貞
玉
信
女
。
こ
れ
に
よ
り
栗
斎
の
血
統
は
絶
え
て
し
ま
つ
た
。
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栗
斎
の
姉
、
名
は
不
明
で
あ
る
が
、『
或
問
雑
録
』
に
は
「
吾
姉
ハ
猶
更
ニ
マ
サ
リ
テ
、
ヨ
ク
書
ヲ
読
、
和
漢
ノ
事
迹
ニ
モ
委
シ
カ
リ
キ
」

と
記
さ
れ
て
ゐ
て
、
聡
明
の
人
で
あ
つ
た
如
く
で
あ
る
。
寛
政
八
年
に
四
十
五
歳
に
て
歿
し
て
ゐ
る
か
ら
、
栗
斎
よ
り
三
歳
の
年
長
で
あ
つ

た
。
法
諡
は
釈
明
浄
信
女
。

弟
正
明
は
、
栗
斎
よ
り
十
一
歳
の
年
少
に
て
、
前
述
の
如
く
大
津
代
官
所
に
出
仕
し
て
惣
右
衛
門
の
称
を
襲
つ
た
。
天
保
三
年
の
代
官
所

記
録
で
あ
る
『
西
山
町
字
大
濱
一
件
留
』
に
は
、
組
頭
と
し
て
川
島
惣
右
衛
門
の
名
が
頻
出
し
、
奥
に
「
天
保
三
壬
辰
年
冬

川
島
惣
右
衛

門
正
明
誌
」
と
見
え
る(12
)。『

撃
壌
集
』
に
「
秋
日
与
レ
弟
」
の
詩
を
載
せ
、
栗
斎
が
借
り
た
『
風
土
記
』
を
門
弟
と
共
に
書
写
し
て
ゐ
る
記

事
も
あ
る
（「
日
本
風
土
記
序
」）。
ま
た
、
文
化
六
年
に
若
林
強
斎
の
『
神
道
大
意
』
を
書
写
し
て
ゐ
て(13
)、

吏
務
の
傍
ら
学
問
に
も
励
ん
で
ゐ

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
天
保
七
年
五
月
十
九
日
歿
、
七
十
二
歳
。
法
諡
は
白
誉
蓮
香
明
重
居
士
。

妹
某
は
、
檀
家
資
料
に
「
八
丁
尾
張
ヤ
彦
衛
門
嫁
」
と
あ
り
、
墓
碑
に
は
「
松
村
氏
室
川
島
氏
之
墓
」
と
刻
し
て
あ
る
。
栗
斎
の
遺
編

を
輯
め
て
『
撃
壌
集
』
を
成
し
、
そ
の
序
文
を
書
い
て
ゐ
る
の
は
、
栗
斎
外
甥
の
松
村
保
定
で
あ
る
が
、
大
津
八
丁
の
尾
張
屋
彦
衛
門
は
松

村
氏
に
て
、
某
は
そ
こ
に
嫁
い
で
保
定
を
生
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
寛
政
四
年
八
月
二
日
、
二
十
五
歳
に
て
歿
、
法
諡
は
覚
月
貞
光
信
女
。

檀
家
資
料
に
は
そ
の
後
の
川
島
家
関
係
の
記
録
が
明
治
ま
で
見
え
て
ゐ
る
が
、
現
在
は
無
縁
と
な
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

○
門
弟

次
に
栗
斎
の
門
人
に
つ
い
て
見
よ
う
。
ま
づ
は
内
堀
英
長
で
あ
る
。
大
津
の
人
、
繁
太
と
称
し
、
石
原
氏
の
吏
僚
で
あ
り
、
そ
の
縁
に
て

栗
斎
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
代
官
所
に
仕
へ
る
こ
と
三
十
九
年
に
及
ん
だ
が
、石
原
代
官
の
閨
門
治
ま
ら
ざ
る
を
力
争
し
て
聴
か
れ
ず
、

疾
と
称
し
て
去
つ
た
。
後
に
若
狭
小
浜
藩
酒
井
家
に
招
か
れ
て
京
に
住
み
、
天
保
三
年
歿
し
た
。
年
五
十
九
。
晩
年
は
最
も
神
道
に
意
を
用

ゐ
、
そ
の
秘
奥
を
極
め
た
。
栗
斎
か
ら
そ
の
蔵
書
を
譲
ら
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る(14
)。
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上
原
立
斎
も
栗
斎
門
の
高
足
で
あ
り
、
初
め
多
胡
氏
、
名
は
正
福
、
甚
太
郎
と
称
し
た
。
近
江
高
島
の
人
に
て
、
後
大
津
に
住
し
た
。
安

政
元
年
歿
、
年
六
十
一
。
梅
田
雲
浜
が
立
斎
の
門
に
学
び
、
そ
の
女
婿
と
な
つ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

中
村
益
斎
は
、
名
を
誠
之
、
通
称
を
内
記
と
い
ひ
、
京
に
住
み
儒
を
以
て
鷹
司
家
に
仕
へ
た
。
文
政
十
二
年
に
歿
し
て
ゐ
る
。『
撃
壌
集
』

に
「
答
二
中
邨
誠
之
一
」
を
載
せ
て
を
り
、
九
州
大
学
坐
春
風
文
庫
に
は
益
斎
の
『
大
学
講
義
』
が
伝
は
る
。

能
勢
自
訟
、
名
は
明
陳
、
郡
兵
衛
、
後
軍
治
と
称
し
た
。
自
訟
は
そ
の
号
で
あ
る
。
日
向
佐
土
原
藩
士
に
て
、
奥
野
淡
斎
・
御
牧
赤
斎
に

も
学
び
、
佐
土
原
藩
黌
学
習
館
の
学
頭
と
な
つ
た
。
明
治
二
年
、
八
十
歳
に
て
歿
し
た
（
15
）。

子
の
直
陳
は
山
口
菅
山
に
学
び
、
国
事
に
奔
走
し

た
。
な
ほ
、『
崎
門
学
脈
系
譜(16
)』

に
は
同
じ
佐
土
原
藩
士
の
池
上
陳
敬
（
隼
之
助
と
称
す
）
を
栗
斎
門
弟
と
し
て
あ
る
が
、
彼
は
栗
斎
歿
後
の

天
保
三
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
上
原
立
斎
門
弟
と
す
る
の
が
正
し
い
。
陳
敬
は
上
原
立
斎
が
蔵
す
る
講
義
筆
記
類
を
纏
め
た
『
山
崎
学
派

師
説
筆
記
類
目
録(17
)』

を
写
し
、
こ
れ
を
直
陳
に
与
へ
て
も
を
り
、
佐
土
原
藩
に
は
栗
斎
の
学
問
が
強
く
影
響
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

谷
川
士
清
の
曾
孫
で
あ
る
清
逸
（
絅
介
と
称
す
）
も
、
栗
斎
の
門
弟
で
あ
つ
た
。
金
本
正
孝
氏
旧
蔵
の
『
靖
献
遺
言
講
義
』（
若
林
強
斎
講
）

の
白
井
胤
良
（
伝
未
詳
）
識
語
に
は
、『
靖
献
遺
言
』
に
関
す
る
栗
斎
の
語
を
引
き
、
こ
れ
を
栗
斎
門
人
の
谷
川
清
逸
か
ら
聞
い
た
旨
が
記

し
て
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
は
栗
斎
と
清
逸
と
の
関
係
を
示
す
資
料
を
見
出
せ
て
ゐ
な
い
。

到
津
通
麿
は
、
宇
佐
宮
大
宮
司
公
古
の
子
で
あ
る
。
到
津
家
は
、
望
楠
軒
と
深
い
関
係
を
有
し
て
を
り
、
公
古
は
谷
川
士
清
・
西
依
成
斎

に
学
び
、
通
麿
の
兄
公
素
も
成
斎
に
就
い
て
ゐ
る
。
同
じ
く
大
宮
司
家
の
宮
成
公
綏
も
士
清
・
成
斎
に
就
学
し
、
安
永
八
年
、
京
に
て
客
死

し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
墓
碑
銘
は
栗
斎
が
撰
し
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
関
係
よ
り
通
麿
も
栗
斎
に
入
門
し
た
の
で
あ
つ
た
ら
う
。
後
掲
の
栗
斎
著

『
念
書
法
・
読
書
法
・
日
用
功
夫
』
は
通
麿
に
与
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
通
麿
が
筆
録
し
た
栗
斎
の
『
孟
子
講
義
』
も
伝
は
つ
て
ゐ
る
。

木
村
政
盈
は
大
津
の
人
、
千
之
助
、
ま
た
忠
次
郎
と
称
し
た
。
彼
の
書
写
・
所
蔵
に
係
る
写
本
群
が
九
州
大
学
附
属
図
書
館
坐
春
風
文
庫

の
所
蔵
に
帰
し
、
栗
斎
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
に
て
触
れ
る
。
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そ
の
他
、
栗
斎
門
人
と
し
て
、
堀
正
美
・
堀
正
路
・
堀
此
長
・
谷
謙
吉
・
松
山
儀
・
古
川
立
祐
・
小
野
可
行
等
の
名
が
確
認
で
き
る
が
、

何
れ
も
そ
の
伝
を
詳
ら
か
に
し
て
ゐ
な
い
。
さ
ら
に
、
遠
く
赤
城
か
ら
梁
田
某
、
讃
岐
よ
り
大
西
滝
次
が
栗
斎
の
許
に
遠
遊
し
て
も
を
り
、

栗
斎
の
名
を
聞
い
て
各
国
よ
り
多
く
の
学
徒
が
そ
の
門
を
敲
い
て
ゐ
た
こ
と
が
窺
へ
る
。

○
交
友

栗
斎
の
交
友
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
か
つ
た
如
く
で
あ
る
が
、『
撃
壌
集
』
に
見
え
る
名
家
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

ま
づ
西
山
拙
斎
で
あ
る
が
、
栗
斎
の
「
与
二
小
西
梁
山
一
書
」
に
よ
れ
ば
、
梁
山
の
仲
介
に
よ
つ
て
拙
斎
と
の
面
会
の
機
を
得
て
を
り
、「
渇

想
頓
に
慰
す
」
と
あ
る
か
ら
、
栗
斎
は
常
に
拙
斎
の
学
徳
を
慕
つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

頼
杏
坪
も
栗
斎
宅
を
訪
ね
て
を
り
、
そ
の
際
、
栗
斎
は
「
奉
レ
謝
三
頼
千
棋
大
儒
過
二
訪
弊
廬
一
」
一
首
を
詠
ん
で
ゐ
る
。
こ
こ
で
は
再
会

を
約
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
後
の
交
友
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

同
じ
大
津
の
画
人
・
紀
楳
亭
と
も
交
渉
が
あ
つ
た
如
く
で
、
そ
の
還
暦
を
祝
し
た
「
賀
梅
亭
紀
氏
六
十
初
度
」
を
詠
ん
で
ゐ
る
。
ま
た
、

伏
見
に
住
し
て
ゐ
た
奥
野
寧
斎
の
弟
・
淡
斎
と
も
親
交
が
あ
つ
た
。

そ
の
他
、
京
の
儒
家
若
槻
幾
斎
、
同
じ
く
医
家
村
田
仲
龍
（
祐
信
）
等
と
の
交
流
も
確
認
で
き
る
が
、
詳
細
は
割
愛
す
る
。

三
、
栗
斎
の
著
作
と
講
義
筆
記

次
に
、
栗
斎
の
著
作
と
講
義
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
崎
門
の
諸
家
は
概
し
て
著
述
が
少
な
く
、
儒
書
・
神
書
の
講
義
に
力
を
注
い

だ
の
で
あ
つ
た
が
、
や
は
り
栗
斎
も
著
作
に
比
し
て
講
義
が
多
く
伝
は
つ
て
ゐ
る
。
特
に
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
坐
春
風
文
庫
（
楠
本
正
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継
氏
収
集
）
に
は
、
栗
斎
の
講
義
録
が
纏
ま
つ
て
蔵
せ
ら
れ
て
あ
る(18
)。

こ
こ
に
は
奥
野
寧
斎
や
内
堀
英
長
関
係
の
も
の
も
併
せ
て
伝
は
つ
て

ゐ
て
、
栗
斎
門
人
木
村
政
盈
の
家
に
伝
来
し
て
ゐ
た
蔵
書
群
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

そ
の
他
、
千
葉
県
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
梅
澤
芳
男
氏
（
号
思
斎
）
の
旧
蔵
書
（
蕪
木
文
庫
（
19
））

や
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵

と
な
つ
た
池
上
幸
二
郎
氏
旧
蔵
書
計
三
五
八
冊
中
に
も
栗
斎
の
講
義
類
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
他
、
各
所
に
伝
来
が
確
認
で
き
る
。
浅
見
絅
斎
学

統
の
中
で
は
、
絅
斎
・
強
斎
に
次
い
で
多
く
講
義
筆
記
が
残
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

以
下
、
栗
斎
の
著
作
よ
り
順
次
略
説
し
て
み
よ
う
。

【
著
作
】

○
撃
壌
集

写

六
巻
一
冊

栗
斎
の
詩
文
集
。
無
窮
会
平
沼
文
庫
本
（
請
求
記
号
九
五
八
一
、
以
下
同
）
と
近
藤
啓
吾
翁
旧
蔵
本
と
の
両
本
が
伝
は
り
、
詩
は
計
二
百

六
十
六
首
、
文
は
六
十
五
篇
を
収
め
て
ゐ
る
。
栗
斎
外
甥
の
松
村
保
定
の
編
に
係
り
、
彼
の
序
文
（
文
化
十
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
矮
楮
片

紙
に
存
す
る
の
み
で
あ
つ
た
栗
斎
の
詩
文
を
巻
と
為
し
、
栗
斎
の
意
を
取
つ
て
『
撃
壌
集
』
と
題
し
た
と
い
ふ
。
序
と
目
録
に
は
「
川
島

栗
斎
先
生
撃
壌
集
」
と
あ
り
、
内
題
は
「
川
島
栗
斎
先
生
詩
文
鈔
」、
外
題
は
「
栗
斎
集
」
と
し
て
あ
る
。

○
喪
葬
私
考

写

二
巻

九
州
大
学
附
属
図
書
館
碩
水
文
庫
（
ソ
／
八
）
二
冊
、
同
坐
春
風
文
庫
（
三
五
／
一
六
〇
）
二
冊
、
小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家
文
庫
（
崎

五
五
五
）
一
冊
、
近
藤
啓
吾
翁
旧
蔵
二
冊
が
そ
れ
ぞ
れ
伝
は
る
。
文
化
元
年
の
自
序
が
あ
り
、
浅
見
絅
斎
『
喪
祭
小
記
』
と
若
林
強
斎
『
家

礼
訓
蒙
疏
』
と
の
両
著
よ
り
抄
出
し
、
自
ら
の
意
見
を
附
し
た
も
の
。
仏
葬
及
び
徒
ら
に
儒
礼
に
従
つ
て
「
国
家
の
制
法
」
を
乱
し
て
ゐ

る
儒
家
の
葬
礼
を
批
判
し
、
我
が
国
に
於
い
て
行
ふ
べ
き
葬
礼
を
簡
便
に
説
い
て
ゐ
る
（
20
）。

な
ほ
、
下
巻
の
「
墓
表
」
の
項
に
は
、「
墓
祭
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ヲ
行
コ
ト
ハ
追
テ
祭
祀
私
考
ヲ
著
シ
テ
コ
レ
ニ
載
ン
ト
期
ス
」
と
見
え
、『
祭
祀
私
考
』
も
企
て
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
伝
存
を

確
認
出
来
て
ゐ
な
い
。

○
念
書
法
・
読
書
法
・
日
用
功
夫

写

一
冊

九
州
大
学
附
属
図
書
館
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
三
五
／
八
五
）。
千
葉
県
文
書
館
山
口
巌
家
文
書
（
ネ
三
一
）
に
も
一
本
を
蔵
す
る
。
九
大
本

の
奥
に
「
右
一
冊
、
豊
之
前
州
宇
佐
宮
神
官
到
津
某
に
寄
与
す
淡
海
川
島
直
正
」（
原
漢
文
）
と
あ
つ
て
、
到
津
通
麿
に
与
へ
た
も
の

と
考
へ
ら
れ
る
。
日
常
の
学
問
の
心
得
が
、
和
文
に
て
簡
潔
に
説
か
れ
て
ゐ
る
。
な
ほ
、「
念
書
」
と
は
「
俗
ニ
素
読
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。

念
ハ
口
ニ
ト
ナ
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
云
ナ
リ
」
と
説
か
れ
て
あ
る
。

○
或
問
雑
録

写

一
冊

無
窮
会
平
沼
文
庫
所
蔵
（
九
五
七
九
）。
内
田
遠
湖
翁
旧
蔵
本
に
て
、
外
題
に
「
川
島
先
生
或
問
雑
録
」
と
あ
る
。
自
撰
の
和
文
に
て
「
或

問
雑
録
は
し
書
」
を
掲
げ
る
。
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
晩
年
の
編
と
思
し
く
、
学
問
の
心
得
を
問
答
体
に
て
記
し
た
も
の
。

こ
の
他
、
前
掲
の
『
山
崎
学
派
師
説
筆
記
類
目
録
』
に
よ
る
と
、『
易
程
伝
会
稿
』『
読
朱
子
文
集
』『
読
名
臣
言
行
録
』『
人
心
道
心
説
』

『
入
塾
条
約
』『
宗
法
考
』『
淵
源
録
校
正
』『
易
程
伝
校
正
』『
二
程
全
書
校
正
』『
上
蔡
語
録
校
正
』『
詩
集
伝
書
入
』『
礼
記
集
説
書
入
』『
論

語
或
問
校
正
』
が
栗
斎
の
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
い
づ
れ
も
伝
存
を
確
認
し
て
ゐ
な
い
。

【
講
義
】

○
大
学
講
義

同
内
容
の
も
の
が
、
無
窮
会
平
沼
文
庫
（
九
五
八
四
、
四
冊
）、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
楠
本
文
庫
（
一
二
三
／
Ｄ
一
六
、
二
冊
）、
皇
學
館
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大
学
附
属
図
書
館
（
二
冊
、
長
谷
信
篤
筆
録
）
に
そ
れ
ぞ
れ
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
東
洋
文
庫
に
蔵
す
る
四
冊
は
、
利
・
貞
の
二
冊
は
他

の
三
本
と
同
内
容
で
あ
る
が
、
元
・
亨
の
二
冊
は
別
内
容
で
あ
る
。
元
冊
の
冒
頭
及
び
亨
冊
の
表
紙
に
「
栗
斎
先
生
」
と
記
さ
れ
る
が
、

亨
冊
に
は
後
人
の
筆
に
て
「
又
ハ
強
斎
先
生
カ
」
と
の
書
入
が
あ
る
。

○
論
語
講
義

本
講
義
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
翁
前
掲
「
川
島
栗
斎
所
講
『
論
語
講
義
』
に
つ
い
て
」
に
詳
し
い
。
学
而
篇
よ
り
里
仁
篇
ま
で
の
五
冊

が
無
窮
会
平
沼
文
庫
（
九
五
八
七
）
に
蔵
さ
れ
、
近
藤
翁
旧
蔵
甲
本
（
学
而
篇
よ
り
述
而
篇
ま
で
）・
乙
本
（
先
進
篇
よ
り
尭
曰
篇
ま
で
）
各
七

冊
も
伝
は
る
。
さ
ら
に
、
長
崎
図
書
館
楠
本
文
庫
（
一
二
三
／
Ｒ
六
六
）
に
も
十
七
冊
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
冊
の
み
が
浅
見
絅
斎
の

元
禄
十
四
年
の
講
義
と
な
つ
て
ゐ
て
、
や
は
り
完
本
で
は
な
い
が
、
第
二
冊
以
下
は
、
無
窮
会
本
・
近
藤
翁
甲
乙
本
と
同
内
容
で
あ
る
。

さ
ら
に
他
本
に
缺
く
泰
伯
・
子
罕
・
郷
党
の
三
篇
を
含
ん
で
ゐ
る
。
近
藤
翁
乙
本
と
楠
本
文
庫
本
に
は
、
前
引
の
上
原
立
斎
に
よ
る
識
語

が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
本
講
義
は
文
化
五
年
三
月
に
開
講
さ
れ
、
自
ら
の
健
康
に
不
安
を
抱
い
て
ゐ
た
栗
斎
は
、
精
確
な
講
録
を
後
学

に
貽
さ
ん
と
、
毎
講
門
人
に
筆
録
を
浄
書
さ
せ
、
自
ら
こ
れ
を
訂
し
た
と
い
ふ
。
し
か
し
同
八
年
、
栗
斎
の
易
簀
に
よ
り
、
顔
淵
篇
の
中

途
に
て
講
義
が
止
つ
た
た
め
、
以
下
は
享
和
元
年
の
論
語
講
義
を
以
て
補
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

○
孟
子
序
説
講
義

一
冊
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。
外
題
に
「
川
島
栗
斎
先
生
説
孟
子
序
説
講
義
」
扉
に
朱
筆
に
て
「
享
和
元
辛
酉
夏
六
月
十
一
日

開
講
」
と
あ
る
。
栗
斎
門
人
到
津
通
麿
の
朱
印
が
あ
り
、
彼
の
筆
録
に
係
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

○
孟
子
講
義

一
冊
、
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
三
五
／
一
〇
三
）。
未
浄
書
に
て
、
表
紙
に
「
川
島
先
生
孟
子
」
と
あ
り
、
享
和
二
年
五
月
十
一
日
よ
り
八

月
六
日
に
至
る
公
孫
丑
上
以
下
四
篇
の
部
分
的
な
講
義
で
あ
る
。
筆
録
者
は
木
村
政
盈
と
思
は
れ
る
。
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○
中
庸
講
義

無
窮
会
平
沼
文
庫
に
三
冊
本
（
九
五
八
五
）
と
一
冊
本
（
九
五
八
六
）、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
・
長
崎
図
書
館
楠
本
文
庫
・
千
葉
県
文
書

館
に
各
一
本
（
い
づ
れ
も
三
冊
）、
近
藤
啓
吾
翁
旧
蔵
本
（
中
・
下
の
二
冊
）
の
計
六
本
が
伝
は
る
。
筑
波
大
本
の
外
題
に
は
「
川
嶋
栗
斎

先
生
中
庸
講
義
」
と
あ
つ
て
、
冒
頭
に
は
「
文
化
五
年
戊
辰
九
月
廿
三
日
開
講
」
と
見
え
、
栗
斎
晩
年
の
講
義
で
あ
る
。
ま
た
、
無
窮

会
三
冊
本
の
巻
尾
に
は
、
大
津
代
官
石
原
正
修
の
識
語
が
あ
り
、
父
正
通
の
所
録
で
あ
る
こ
と
と
、
第
三
十
二
章
以
降
の
亡
失
部
分
を
寛

政
六
年
の
栗
斎
講
録
（
中
村
益
斎
筆
記
）
に
よ
つ
て
補
つ
た
旨
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

○
中
庸
輯
略
講
義

二
冊
。
内
田
遠
湖
翁
旧
蔵
に
て
近
藤
啓
吾
翁
に
贈
ら
れ
し
も
の
。
上
冊
の
見
返
し
に
遠
湖
翁
の
朱
筆
に
て
「
川
島
栗
斎
講
義
」
と
あ
り
。

講
義
の
時
期
、
筆
録
者
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
天
人
一
致
や
鬼
神
に
関
す
る
箇
所
に
神
道
説
を
引
き
、
栗
斎
講
説
の
特
色
が
よ
く
表
れ

て
ゐ
る
。

○
詩
経
講
義

二
十
巻
三
冊
、
無
窮
会
平
沼
文
庫
所
蔵
（
九
五
八
二
）。
外
題
に
「
川
島
栗
斎
先
生
詩
経
講
義
」
と
あ
り
、
内
田
遠
湖
翁
の
旧
蔵
で
あ
る
。

ま
た
、
長
崎
図
書
館
楠
本
文
庫
に
同
内
容
の
十
冊
本
を
蔵
す
る
（
一
二
三
／
Ｓ
Ｈ
三
四
）
他
、
近
藤
啓
吾
翁
旧
蔵
の
『
強
斎
先
生
詩
講
義
』

（
全
十
冊
の
う
ち
第
十
冊
を
缺
く
）
は
、
第
一
冊
の
み
若
林
強
斎
の
講
義
に
て
、
第
二
冊
以
降
は
無
窮
会
本
・
楠
本
文
庫
本
と
同
文
の
栗
斎

講
義
と
な
つ
て
ゐ
る
。

○
近
思
録
講
義
（
甲
）

十
一
冊
、
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
一
三
七
）。
外
題
に
「
栗
斎
先
生
近
思
録
講
義
」
と
あ
り
、
第
三
冊
為
学
上
の
巻
頭
に
「
寛
政
十
年
戊
午

十
月
八
日
」
と
あ
る
。
文
庫
の
目
録
に
て
は
服
部
栗
斎
講
述
と
し
て
あ
る
が
、
随
所
に
若
林
強
斎
の
説
が
引
か
れ
、
後
述
す
る
如
く
我
が

皇
學
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国
の
神
道
説
を
以
て
講
説
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
箇
所
が
多
く
、
川
島
栗
斎
の
所
講
と
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
な
ほ
、
本
講
義
と
同
内
容
の

近
思
録
目
録
及
び
道
体
篇
の
講
録
一
冊
が
無
窮
会
平
沼
文
庫
（
九
五
七
八
）
に
収
め
ら
れ
て
あ
り
、
巻
尾
に
「
門
人
内
堀
英
長
席
上
之
録
」

と
あ
る
。

○
近
思
録
講
義
（
乙
）

十
冊
、
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
三
五
／
七
八
）。
第
一
冊
と
第
二
冊
の
道
体
篇
は
、
若
林
強
斎
の
講
義
、
第
三
冊
以
下
の
八
冊
が
栗
斎
の
講
義

（
外
題
に
「
近
思
録
講
義
栗
斎
先
生
辨
」
と
あ
る
）
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
甲
本
と
は
別
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
も
目
録
は
服
部
栗
斎
所
講
と
す
る

が
、
強
斎
説
が
多
く
引
か
れ
て
を
り
、
川
島
栗
斎
の
も
の
と
し
て
よ
い
。

○
小
学
講
義

六
冊
の
う
ち
第
四
冊
を
缺
く
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
六
九
／
シ
／
一
〇
八
）。
外
題
に
「
栗
斎
先
生
小
学
講
義
」、
巻
頭
に
「
川

島
栗
斎
先
生
講
義
」
と
あ
り
、「
文
化
七
年
庚
午
二
月
五
日
」
と
開
講
の
日
付
を
記
す
。
第
六
冊
敬
身
篇
・
明
威
儀
之
則
の
末
尾
に
「
是

に
至
り
先
生
歿
し
て
此
の
講
休
む
。
復
た
此
の
録
を
成
す
べ
き
無
し
。
是
に
於
い
て
一
二
の
同
志
と
前
日
所
講
の
録
を
採
り
、
以
て
之
を

補
ふ
こ
と
左
の
如
し
。」（
原
漢
文
）
と
あ
つ
て
、
成
立
の
事
情
が
知
ら
れ
る
。

○
小
学
内
篇
講
義

一
冊
、
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
三
五
／
一
〇
〇
）。
外
題
に
「
川
島
先
生
小
学
内
篇
」、
裏
表
紙
に
「
壬
戌
三
月
十
有
九
日
、
同
八
月
上
ノ
四

日
ニ
テ
終
木
村
氏
」
と
あ
り
、
木
村
政
盈
筆
録
、
享
和
二
年
の
三
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
、
九
大
碩

水
文
庫
（
シ
／
八
五
）
に
も
三
冊
本
を
蔵
す
る
が
未
見
で
あ
る
。

○
小
学
口
釈
聞
書

一
冊
、
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
三
五
／
一
〇
〇
）。
外
題
に
「
川
島
先
生
小
学
口
釈
聞
書
」、
表
紙
に
「
文
化
元
甲
子
年
三
月
十
日
初
会
木
む
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ら
氏
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
木
村
政
盈
の
筆
録
と
考
へ
ら
れ
る
。

○
四
箴
附
考
講
義

一
冊
、
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
秋
山
文
庫
所
蔵
。
外
題
に
「
川
島
栗
斎
先
生
講
義
四
箴
附
考
聞
書
」、
巻
頭
に
「
文
化
六
己
巳
八
月
廿
四

日
宵
」
と
あ
る
。
奥
に
は
「
原
思
軒
源
就
煕
敬
記
」
と
見
え
、
奥
野
就
煕
、
す
な
は
ち
淡
斎
の
書
写
に
係
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
な
ほ
、

慶
応
義
塾
図
書
館
と
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
に
も
同
本
を
蔵
す
る
が
、
皇
學
館
本
は
附
考
の
講
義
を
缺
い
て
ゐ
る
。

○
白
鹿
洞
講
義

一
冊
、
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
三
五
／
一
四
六
）。
未
清
書
に
て
、
目
録
は
服
部
栗
斎
講
述
と
す
る
が
、
巻
頭
に
「
文
化
五
載
戊
辰
秋
南
呂

二
十
一
日
開
講
」
と
見
え
、
寛
政
十
二
年
に
歿
し
て
ゐ
る
服
部
栗
斎
は
講
者
で
は
あ
り
得
な
い
。
序
文
の
講
義
中
に
「
絅
斎
先
生
ノ
ア
ラ

ワ
サ
レ
タ
白
鹿
洞
掲
示
考
證
ト
云
テ
一
巻
ア
ル
故
、
夫
レ
ヲ
求
メ
テ
吟
味
ス
ル
ガ
ヨ
イ
ゾ
」
と
も
見
え
る
か
ら
、
川
島
栗
斎
の
講
義
と
断

じ
て
よ
か
ら
う
。
な
ほ
、
未
見
で
あ
る
が
、
無
窮
会
神
習
文
庫
に
文
化
五
年
「
川
島
先
生
述

元
迪
筆
記
」
の
『
白
鹿
洞
掲
示
口
義
』
一

冊
を
蔵
し
て
を
り
、
年
紀
よ
り
し
て
同
内
容
の
も
の
か
と
思
は
れ
る
。

○
敬
斎
箴
・
主
一
箴
講
義

一
冊
、
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
（
山
口
節
家
ケ
／
七
三
）。
外
題
に
「
川
島
栗
斎
先
生
敬
斎
箴
主
一
箴
講
義
」
と
あ
る
。
敬
斎
箴
及
び
同
序
・

附
録
の
講
義
と
、
主
一
箴
の
講
義
と
が
合
冊
さ
れ
て
ゐ
る
。
講
説
の
年
次
、
筆
録
者
等
は
不
明
で
あ
る
。

○
西
銘
講
義

一
冊
、
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
（
山
口
巌
家
ネ
／
一
三
）。
外
題
に
「
栗
斎
先
生
辨
西
銘
講
義
」
と
あ
る
。
講
義
の
年
次
、
筆
録
者
等
は
不

明
で
あ
る
が
、「
仙
寿
院
蔵
書
」
の
朱
印
記
が
あ
る
。
仙
寿
院
は
、
御
医
と
し
て
朝
廷
に
歴
仕
し
た
山
科
家
の
称
で
あ
つ
て
、
次
項
の
『
性

論
明
備
録
講
義
』
も
同
じ
印
記
を
有
す
る
。
ま
た
、
同
家
の
元
晃
・
元
強
父
子
が
、
文
政
六
年
に
栗
斎
門
弟
中
村
益
斎
所
持
本
を
借
り
て
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筆
写
し
た
浅
見
絅
斎
の
『
劄
録
』
が
九
大
碩
水
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
山
科
家
は
望
楠
軒
学
派
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
て
ゐ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

○
性
論
明
備
録
講
義

一
冊
、
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
（
山
口
巌
家
ノ
／
二
六
）。
外
題
に
「
栗
斎
先
生
辨
性
論
明
備
録
講
義
」
と
あ
る
。「
仙
寿
院
蔵
書
」
の
朱
印

記
あ
る
も
、
講
義
の
年
次
、
筆
録
者
等
は
不
明
で
あ
る
。

○
楚
辞
聞
書

五
冊
、
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
三
五
／
八
四
）。
外
題
に
「
栗
斎
先
生
楚
辞
聞
書
」、
巻
頭
に
「
寛
政
己
未
六
月
五
日
開
講
」、
巻
末
に
「
享
和

元
年
六
月
廿
五
日
満
講
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
目
録
で
は
服
部
栗
斎
講
述
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
年
記
や
、
講
義
中
に
若
林
強
斎
の
説
を

引
い
て
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
川
島
栗
斎
の
講
義
と
断
ぜ
ら
れ
る
。
筆
録
者
は
不
明
で
あ
る
が
、「
上
原
氏
家
蔵
書
」
の
印
が
あ
り
、
上
原

立
斎
の
蔵
す
る
所
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

○
靖
献
遺
言
講
義

五
冊
、
無
窮
会
平
沼
文
庫
所
蔵
（
九
五
八
三
）。
第
一
冊
の
外
題
に
「
栗
斎
先
生
靖
献
遺
言
講
義
」
と
あ
り
、
見
返
し
に
内
田
遠
湖
翁
の

筆
に
て
「
川
島
栗
斎
講
述
」
と
あ
る
。
但
し
冒
頭
に
「
先
師
絅
斎
先
生
ノ
ア
ラ
ハ
サ
レ
テ
」
云
々
と
あ
つ
て
や
や
不
審
で
は
あ
る
。
な
ほ
、

荒
木
見
悟
氏
の
「「
拘
幽
操
」
の
足
跡
」（『
明
清
思
想
論
考
』
研
文
出
版
、
平
成
四
年
に
所
収
）
に
は
、
栗
斎
の
『
靖
献
遺
言
講
義
』
の
発
端

が
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
無
窮
会
本
に
は
見
え
な
い
内
容
と
な
つ
て
ゐ
る
。

○
神
代
巻
講
義

六
冊
の
う
ち
第
一
冊
を
缺
く
。
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
所
蔵
。
外
題
は
「
神
代
巻
上
講
義
」（
第
二
～
四
冊
）、「
神
代
巻
下
講
義
」（
第
五
・

六
冊
）。
各
巻
の
扉
に
「
川
島
先
生
清
々
翁
講
義
」
と
あ
り
、
巻
末
に
嘉
永
三
年
七
月
一
日
の
三
上
景
文
（『
地
下
家
伝
』
の
編
者
）
の
識
語
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が
あ
る
。

○
神
代
巻
師
説

三
冊
、
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
松
浦
伯
爵
家
旧
蔵
。
外
題
は
「
神
代
巻
師
説
」。
講
者
は
明
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
次
項
の
『
神

武
巻
講
義
』
と
同
体
裁
・
同
筆
で
あ
り
、
内
堀
英
長
筆
記
と
考
へ
ら
れ
る
。
講
義
中
に
「
守
中
翁
」（
若
林
強
斎
）・「
西
依
成
斎
翁
」「
滝

川
翁
」（
奥
野
寧
斎
）
の
説
が
引
か
れ
て
を
り
、
栗
斎
所
講
と
断
じ
て
誤
り
な
い
と
思
は
れ
る
。

○
神
武
巻
講
義

一
冊
、
架
蔵
。
松
浦
伯
爵
家
旧
蔵
に
て
、『
神
代
巻
師
説
』
と
首
尾
を
為
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
巻
末
に
「
右
神
武
巻
ノ
説
ハ
蓋
清
々

翁
説
ク
所
ニ
シ
テ
、
翁
コ
ヽ
ニ
至
リ
テ
病
篤
シ
。
故
ニ
講
説
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
、
コ
ノ
所
ニ
テ
講
ヤ
ム
ト
云
爾

文
化
八
年
辛
未
秋
九

月
内
堀
英
長
記
」
と
あ
る
通
り
、
栗
斎
最
晩
年
の
講
説
に
て
、
長
髄
彦
伏
誅
の
段
に
て
終
つ
て
ゐ
る
。

右
の
他
、『
山
崎
学
派
師
説
筆
記
類
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
栗
斎
の
『
洪
範
』『
孝
経
刊
誤
』『
仁
説
問
答
』『
拘
幽
操
』
各
講
義
も
蔵
さ
れ
て

ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
伝
存
を
確
認
出
来
て
ゐ
な
い
。

ま
た
、
蕪
木
文
庫
の
目
録
に
は
、
栗
斎
の
朱
子
行
状
講
義
（
三
冊
）
と
中
庸
講
義
の
別
本
（
一
冊
）、
西
銘
解
師
説
（
一
冊
）、
近
思
録
講

義
（
十
一
冊
）
も
見
え
て
ゐ
る
が
（
21
）、

こ
れ
も
所
蔵
を
確
認
出
来
て
ゐ
な
い
。

さ
ら
に
、
西
依
成
斎
・
鈴
木
遺
音
・
中
沼
葵
園
等
、
望
楠
軒
学
派
の
影
響
が
大
き
か
つ
た
隠
岐
に
も
、
栗
斎
の
講
義
筆
記
が
伝
存
し
て
ゐ

る
如
く
で
あ
る
が
（
22
）、

未
見
で
あ
る
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』

― 390 ―



【
そ
の
他
】

○
抜
湖
古
碑

写
一
冊
、
坐
春
風
文
庫
所
蔵
（
三
五
／
二
二
六
）。
外
題
に
「
川
島
先
生
抜
湖
古
碑
」
と
あ
る
。
近
江
塩
津
の
抜
湖
古
碑
の
碑
文
・
異
姓
名
・

太
平
記
齟
齬
等
の
項
目
か
ら
な
る
雑
記
で
あ
る
。

○
栗
斎
手
沢
『
延
平
答
問
』

刊
二
冊
、
無
窮
会
平
沼
文
庫
所
蔵
（
九
五
八
一
）。
内
田
遠
湖
翁
の
旧
蔵
に
係
り
、
栗
斎
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
享
和
元
年
、
奥
野
淡
斎
よ

り
「
絅
強
二
先
生
の
考
評
重
訂
す
る
所
の
書
」（
原
漢
文
）
を
借
り
、
そ
の
語
を
正
保
四
年
刊
本
の
上
欄
・
行
間
に
書
入
れ
、
さ
ら
に
自

按
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
、
こ
の
書
入
れ
の
転
写
本
が
千
葉
県
文
書
館
に
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
（
山
口
節
家
フ
／
六
三
）。

○
闇
斎
点
『
五
経
』

文
化
二
年
刊
（
但
し
版
心
に
は
「
享
和
再
刻
」
と
あ
る
）
全
十
一
冊
。
山
崎
闇
斎
加
点
と
称
し
て
夙
く
よ
り
行
は
れ
て
ゐ
た
も
の
の
改
点
版

で
あ
る
が
、
そ
の
『
周
易
』
の
表
紙
裏
に
、

嘉
点
五
経
の
行
は
る
る
や
久
し
。
然
る
に
其
の
実
は
則
ち
雲
川
子
の
改
定
す
る
所
に
し
て
山
崎
先
生
の
親
ら
点
ず
る
所
に
非
ざ
る
な

り
。
是
を
以
て
往
歳
、
鈴
木
先
生
其
の
簡
要
な
ら
ざ
る
者
を
改
正
し
、
未
だ
上
木
に
及
ば
ず
、
忽
焉
と
し
て
易
簀
す
。
今
其
の
書
を

以
て
本
と
為
し
、
雕
刻
已
に
成
り
て
尚
以
て
足
れ
り
と
せ
ず
、
更
に
再
校
を
川
島
先
生
に
請
ふ
。
先
生
乃
ち
先
賢
の
定
む
る
所
に
据

り
、
先
賢
の
点
法
に
従
ひ
、
卒
に
此
の
書
を
成
す
。
珷
玞
混
ぜ
ず
、
崑
玉
光
を
倍
す
。
実
に
訓
点
の
精
、
此
れ
に
加
ふ
る
無
き
者
と

謂
ひ
つ
べ
し
。
唯
だ
恐
ら
く
は
、
四
方
の
君
子
、
其
の
旧
刻
に
異
な
る
を
怪
ま
ん
こ
と
を
。
故
に
然
る
所
以
を
書
し
、
以
て
之
を
謹

告
す
。
中
邨
貞
固
堂
刻
（
原
漢
文
）

と
あ
つ
て
、
改
版
の
事
情
が
知
ら
れ
る
。
鈴
木
先
生
は
尋
思
斎
、
別
号
潤
斎
、
西
依
成
斎
の
門
人
で
あ
る
。
寛
政
三
年
、
郁
文
堂
版
『
詩
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経
集
註
』『
書
経
集
註
』（
松
永
昌
易
点
）
に
も
改
点
を
施
し
て
ゐ
る
。
彼
は
文
化
二
年
に
歿
し
て
を
り
、
こ
こ
に
い
ふ
「
川
島
先
生
」
は
、

同
門
の
栗
斎
と
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
従
つ
て
、
闇
斎
点
『
五
経
』
の
改
点
に
栗
斎
の
与
る
所
大
で
あ
つ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

○
改
点
『
朱
子
行
状
』

京
都
の
書
肆
朝
倉
義
介
（
助
）
及
び
江
戸
の
須
原
屋
平
助
・
大
坂
の
泉
本
八
兵
衛
と
の
合
板
に
て
、『
朱
子
行
状
』
一
冊
が
文
化
元
年
二

月
に
刊
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
義
介
の
出
版
目
録
に
は
「
朱
子
行
状
川
嶋
改
点
」
と
見
え
て
を
り
（
23
）、

栗
斎
は
こ
の
『
朱
子
行
状
』
文
化
刊
本

の
改
点
に
も
携
つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

四
、
栗
斎
の
学
問
思
想
一
斑

○
思
想
形
成
と
講
義
の
特
色

こ
こ
で
は
、
栗
斎
の
学
問
思
想
を
概
観
す
る
。
ま
づ
は
、
栗
斎
が
如
何
に
し
て
程
朱
の
学
を
信
ず
る
に
至
つ
た
の
か
に
つ
い
て
考
へ
よ
う
。

彼
の
著
『
或
問
雑
録
』
に
よ
れ
ば
、
漢
土
に
も
漢
儒
・
程
朱
・
元
明
諸
儒
の
説
あ
り
、
我
が
国
に
も
徂
徠
学
・
伊
藤
の
古
学
・
中
江
の
心
学

等
の
諸
説
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、

予
モ
若
年
ノ
比
ハ
諸
儒
ノ
説
ヲ
ヨ
ミ
テ
、
皆
面
白
ク
是
非
ワ
キ
ガ
タ
カ
リ
シ
ガ
、
性
質
ノ
不
敏
ナ
ル
ヨ
リ
、
他
ニ
ウ
ツ
ル
コ
ト
ナ
ク
、

一
筋
ニ
程
朱
ノ
説
ヲ
信
ジ
、
コ
レ
ヲ
守
ル
コ
ト
多
年
ナ
ル
故
ニ
、
今
日
ニ
テ
前
日
ノ
面
白
カ
リ
シ
諸
説
ヲ
顧
レ
バ
其
ヒ
マ
ス
キ
マ
著
レ

テ
、
取
ベ
キ
コ
ト
少
ク
、
孔
孟
ノ
正
脉
、
只
程
朱
ニ
在
コ
ト
ヲ
少
シ
ハ
心
得
タ
リ
。

と
述
べ
て
を
り
、
若
年
に
は
他
派
へ
関
心
を
持
つ
こ
と
も
あ
つ
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
迷
ふ
こ
と
な
く
一
貫
し
て
程
朱
学
の
講
究
に
努

め
、
そ
の
正
学
な
る
こ
と
の
確
信
を
固
め
た
の
で
あ
つ
た
。
早
く
よ
り
奥
野
寧
斎
に
就
い
た
こ
と
も
あ
り
、
程
朱
学
へ
の
尊
信
は
当
然
の
帰
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結
で
あ
つ
た
ら
う
。

栗
斎
は
、
寛
政
三
年
、
幕
府
が
林
家
に
対
し
異
学
を
禁
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
布
達
を
写
し
た
際
、
門
弟
に
か
う
述
べ
て
ゐ
る
（「
与
二
松

山
儀
生
一
文
」）。

但
し
真
に
朱
学
の
正
し
き
所
以
を
知
る
者
、
蓋
し
鮮
し
。
此
の
書
を
読
み
て
始
め
て
朱
学
を
信
じ
、
異
学
を
棄
る
者
は
唯
能
く
面
を
革

む
る
の
み
。
真
に
朱
学
の
正
し
き
所
以
を
知
る
者
に
非
ず
。
真
に
其
の
正
を
知
る
者
は
、
官
府
命
ず
る
に
偽
学
を
以
て
之
を
禁
ず
と
雖

も
而
も
顧
み
ず
、
衆
人
誣
す
る
に
禅
見
を
以
て
之
を
議
す
と
雖
も
而
も
惑
は
ず
。

こ
こ
に
は
、
正
学
の
正
学
た
る
所
以
は
、
幕
府
の
制
令
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
正
学
を
一
貫
し
て
奉
じ
て
き
た
学
者
と
し
て

の
矜
恃
と
信
念
と
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

次
に
、
栗
斎
の
思
想
を
、
主
に
そ
の
講
義
筆
記
よ
り
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。
近
藤
啓
吾
翁
は
、
栗
斎
の
『
論
語
講
義
』
を
詳
細
に
解
説
せ

ら
れ
て
、
山
崎
闇
斎
・
浅
見
絅
斎
・
若
林
強
斎
の
講
説
を
祖
述
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
盲
従
せ
ず
、
批
判
す
べ
き
は
批
判
し
、
厳
格
精
密
・

親
切
公
平
の
態
度
を
以
て
三
先
生
の
学
風
を
よ
く
守
る
も
の
で
あ
つ
た
と
評
さ
れ
て
ゐ
る
（
前
掲
「
川
島
栗
斎
所
講
『
論
語
講
義
』
に
つ
い
て
」）

が
、
そ
の
姿
勢
は
、
他
の
講
義
に
も
共
通
し
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
よ
い
。

ま
た
栗
斎
は
、
強
斎
を
始
め
と
す
る
門
流
の
講
説
蒐
集
に
努
め
て
を
り
、
今
に
伝
は
る
『
大
家
商
量
集
師
説
』（
酒
井
家
文
庫
）・『
大
学
序

講
義
』（
酒
井
家
文
庫
・
坐
春
風
文
庫
他
）・『
感
興
詩
講
義
』（
坐
春
風
文
庫
）
は
、
い
づ
れ
も
未
浄
書
の
ま
ま
高
宮
の
小
林
家
（
強
斎
門
流
）
に

伝
へ
ら
れ
て
ゐ
た
強
斎
の
講
義
を
、
栗
斎
が
苦
心
の
末
に
解
読
整
頓
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
川
晋
斎
に
請
う
て
『
洪
範
全
書
続
録
』

に
関
す
る
強
斎
及
び
三
宅
尚
斎
の
資
料
を
入
手
し
て
も
ゐ
る
（
24
）。

か
く
の
如
く
、
栗
斎
は
崎
門
先
学
の
講
義
を
博
く
参
照
し
、
伝
来
の
学
問
の

継
承
と
発
揮
と
を
期
し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。

そ
こ
で
栗
斎
の
厳
格
精
密
な
る
講
義
の
実
際
を
見
よ
う
。
以
下
は
『
中
庸
講
義
』
中
冊
に
あ
る
第
十
二
章
「
君
子
之
道
費
而
隠
」
の
「
費
」
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字
に
つ
い
て
の
講
説
で
あ
る
（
引
用
は
近
藤
啓
吾
翁
旧
蔵
本
に
よ
る
）。

先
コ
ノ
費
ノ
字
ハ
ツ
イ
ヤ
ス
ト
モ
訓
デ
、
ツ
イ
ヤ
ス
ト
云
ハ
使
ヒ
ツ
ブ
シ
〳
〵
シ
テ
勘
定
ナ
ニ
シ
使
フ
テ
シ
マ
ウ
コ
ト
。（
中
略
）
何

ノ
算
用
モ
ナ
シ
ニ
無
正
ニ
使
フ
テ
ユ
ク
ガ
費
ト
云
者
ジ
ヤ
ガ
、
今
日
天
地
万
物
ノ
ナ
リ
ヲ
ミ
ル
ニ
、
ソ
レ
ト
同
コ
ト
。
先
井
ノ
水
デ
云

ヘ
バ
茶
ノ
水
ニ
モ
使
フ
、洗
ヒ
水
ニ
モ
ス
ル
、風
呂
ノ
水
ニ
モ
汲
コ
メ
バ
庭
ヘ
モ
マ
ク
ト
云
様
ニ
、ア
ノ
朝
カ
ラ
晩
迠
使
ヒ
ツ
ブ
シ
〳
〵

シ
テ
遂
ニ
井
戸
ノ
中
ヘ
モ
ド
シ
タ
ト
云
コ
ト
ガ
ナ
イ
。
ソ
レ
ナ
ラ
バ
水
ガ
乾
テ
シ
マ
ウ
タ
カ
ト
云
ヘ
バ
、
ア
ト
カ
ラ
ハ
沸
キ
出
シ
〳
〵

シ
テ
イ
ツ
迠
モ
止
コ
ト
ナ
イ
ヲ
ミ
タ
ガ
ヨ
イ
。（
中
略
）
人
ノ
上
デ
云
ヘ
バ
何
程
死
デ
モ
後
ト
カ
ラ
ハ
生
レ
テ
ヤ
マ
ズ
、
髭
ヲ
剃
リ
爪

ヲ
剪
テ
モ
其
ア
ト
カ
ラ
伸
テ
ヤ
マ
ズ
、
舜
ノ
如
キ
親
ニ
孝
行
ナ
人
ガ
ア
ル
ガ
又
引
ツ
ヾ
イ
テ
曽
子
ジ
ヤ
ノ
閔
子
騫
ジ
ヤ
ノ
ト
云
孝
子
ガ

出
テ
ヤ
マ
ズ
、
伯
夷
叔
斉
ノ
如
キ
忠
臣
ガ
ア
ル
ト
ソ
レ
カ
ラ
屈
原
ジ
ヤ
ノ
孔
明
ジ
ヤ
ノ
文
天
祥
ジ
ヤ
ノ
楠
正
成
ジ
ヤ
ノ
ト
云
様
ニ
追
々

ニ
忠
臣
ガ
出
テ
ヤ
マ
ズ
。（
中
略
）
何
ト
夥
イ
幅
モ
限
モ
ナ
イ
コ
ト
。
ソ
レ
ガ
皆
メ
ツ
タ
無
正
ナ
コ
ト
カ
ト
云
ニ
サ
ウ
デ
ナ
イ
。
メ
ツ

タ
無
正
ナ
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
時
々
ハ
火
ガ
流
テ
水
ガ
モ
ユ
ル
ノ
、
梅
ニ
桜
ガ
咲
テ
鶯
ガ
雀
ノ
様
ニ
鳴
ノ
ト
云
様
ニ
ア
リ
ソ
ウ
ナ
者
ナ
レ
ド

モ
終
ニ
サ
ウ
云
コ
ト
ハ
ナ
イ
。
柳
ハ
緑
、
花
ハ
紅
、
火
ハ
燃
テ
通
リ
水
ハ
流
テ
通
ル
。
カ
ノ
率
性
ノ
道
ナ
リ
ニ
ト
メ
ド
モ
ナ
ウ
流
行
ス

ル
所
ヲ
見
タ
ガ
ヨ
イ
。
コ
ヽ
ガ
費
ト
云
モ
ノ
。

か
く
の
如
く
、
道
の
広
大
無
辺
の
状
を
、
懇
切
で
は
あ
る
が
冗
長
に
亙
ら
ず
端
的
に
、
ま
た
的
確
な
比
喩
を
交
へ
て
語
つ
て
ゐ
る
。
か
う
し

た
内
容
は
、
広
く
見
れ
ば
崎
門
の
講
義
に
共
通
す
る
も
の
と
も
い
へ
よ
う
が
、
例
へ
ば
絅
斎
・
強
斎
の
講
義
に
は
当
時
語
や
方
言
的
な
表
現

が
多
く
現
れ
、
や
や
生
硬
の
印
象
を
感
ず
る
の
に
比
し
て
、
栗
斎
の
講
義
に
は
さ
う
し
た
表
現
は
少
な
く
、
洗
煉
さ
れ
て
ゐ
る
感
が
あ
る
。

か
う
し
た
点
は
栗
斎
の
講
義
が
多
く
写
さ
れ
た
所
以
で
あ
り
、
内
田
遠
湖
翁
が
、『
論
語
』
を
講
ず
る
に
際
し
て
、
栗
斎
の
講
義
を
種
子
本

と
し
て
ゐ
た
（
25
）と

い
ふ
の
も
頷
け
る
所
で
あ
る
。

次
い
で
華
夷
名
分
に
つ
い
て
の
講
説
を
挙
げ
て
お
か
う
。『
論
語
講
義
』
第
十
冊
・
子
罕
篇
子
欲
居
九
夷
章
に
は
（
引
用
は
長
崎
図
書
館
所
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蔵
本
に
よ
る
）、

徂
徠
ノ
如
キ
名
分
大
義
ヲ
知
ラ
ヌ
儒
者
ハ
、
ア
ノ
方
ヲ
中
華
中
国
ト
称
ヘ
テ
、
吾
国
ヲ
東
夷
ナ
ド
ヽ
称
ヘ
ル
ガ
、
先
第
一
朝
廷
ヘ
対
シ

テ
恐
レ
入
リ
タ
コ
ト
。
兎
角
後
世
儒
学
ヲ
ス
ル
者
ハ
、
ア
ノ
方
ノ
書
計
リ
読
デ
吾
国
ノ
書
ヲ
読
ズ
ニ
ヨ
リ
テ
、
イ
ツ
ト
モ
ナ
フ
ア
ノ
方

ノ
書
ニ
カ
イ
テ
ア
ル
コ
ト
ガ
主
ニ
ナ
リ
、
吾
国
ノ
尊
イ
ト
云
コ
ト
ヲ
知
ラ
ヌ
者
ガ
学
者
ノ
中
ニ
多
イ
モ
ノ
。
ソ
レ
デ
学
問
ハ
経
書
ハ
天

地
自
然
ノ
道
ヲ
書
タ
モ
ノ
デ
、
天
地
ハ
モ
ト
同
ジ
天
地
ジ
ヤ
ニ
ヨ
リ
テ
、
道
ニ
於
テ
和
漢
古
今
ノ
違
イ
ハ
ナ
イ
モ
ノ
。
歴
史
ハ
先
吾
国

ノ
六
国
史
ナ
ド
ヲ
第
一
ニ
見
テ
、
ソ
ノ
次
ニ
ア
ノ
方
ノ
歴
史
ヲ
読
ガ
ヨ
イ
。
ソ
レ
デ
ハ
本
ガ
明
カ
ニ
ナ
ル
カ
ラ
吾
国
ノ
コ
ト
ニ
迷
ヒ
ガ

ナ
ウ
テ
名
分
ヲ
失
フ
コ
ト
ガ
ナ
フ
テ
ヨ
イ
。

と
あ
つ
て
、
内
外
の
別
を
説
く
と
共
に
、
国
史
を
読
む
こ
と
を
優
先
す
べ
し
と
い
ひ
、
さ
ら
に
、

日
本
カ
ラ
云
ヘ
バ
吾
国
ヲ
中
国
ト
称
シ
テ
、
ソ
ノ
ハ
タ
マ
ハ
リ
ノ
国
ヲ
夷
ト
称
ス
ル
。
サ
レ
バ
コ
ソ
吾
国
ノ
古
ハ
葦
原
ノ
中
津
国
ト
モ

云
テ
ア
リ
、
今
ニ
日
ノ
本
ト
モ
称
ヘ
ル
コ
ト
デ
、
別
シ
テ
君
臣
ノ
道
ノ
万
国
ニ
勝
レ
テ
立
チ
貫
イ
タ
国
デ
、
抑
天
地
開
闢
ヨ
リ
今
日
ニ

至
ル
マ
デ
天
子
ノ
御
正
統
ハ
ド
コ
マ
デ
モ
動
ク
ト
云
コ
ト
ハ
ナ
イ
。
ソ
レ
デ
君
ハ
神
孫
、
国
ハ
神
国
ト
云
テ
、
天
ノ
神
ノ
御
末
ノ
国
ト

云
ハ
吾
国
ニ
越
ル
ハ
ナ
イ
。
サ
ウ
云
尊
イ
国
ニ
生
レ
テ
吾
ト
吾
手
ニ
東
夷
ノ
人
ジ
ヤ
ナ
ド
ヽ
自
カ
ラ
夷
ニ
ナ
ル
ト
云
コ
ト
ハ
至
テ
文
盲

ナ
物
ヲ
知
ラ
ヌ
ト
云
モ
ノ
。

と
説
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
絅
斎
の
中
国
論
以
来
、
同
門
流
の
常
套
と
も
い
へ
る
内
容
で
あ
り
、
栗
斎
の
独
自
色
は
薄
い
が
、
名
分
を
正
し
、

皇
室
を
奉
ず
る
我
が
国
の
尊
厳
を
説
く
態
度
は
、
栗
斎
に
よ
つ
て
明
確
に
継
承
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

○
神
道
説

次
に
、
栗
斎
の
神
道
説
に
つ
い
て
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。
栗
斎
は
、
前
述
の
如
く
、
三
十
六
歳
の
天
明
六
年
に
若
林
強
斎
の
『
笏
訓
訣
』
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他
を
、
翌
年
に
は
西
依
成
斎
の
『
中
臣
祓
講
義
』
を
筆
写
し
て
を
り
、
早
く
よ
り
神
道
に
関
心
を
持
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

坐
春
風
文
庫
に
は
、『
神
道
五
部
書
』
や
そ
の
註
釈
、
強
斎
の
『
神
道
大
意
』『
神
道
劄
記
』、
さ
ら
に
『
神
代
文
字
』
と
い
つ
た
栗
斎
が
書
写
・

所
持
し
、
内
堀
英
長
へ
と
伝
へ
ら
れ
た
神
書
群
が
蔵
さ
れ
て
を
り
、
栗
斎
が
神
儒
兼
学
の
風
を
よ
く
守
つ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

栗
斎
の
神
道
関
係
講
義
と
し
て
は
『
神
代
巻
講
義
』『
神
代
巻
師
説
』
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
於
い
て
も
闇
斎
・
強
斎
・
西
依
成
斎
・
奥
野

寧
斎
の
説
が
多
く
引
か
れ
て
ゐ
る
他
、
玉
木
葦
斎
や
松
岡
雄
淵
等
の
神
道
派
の
説
も
広
く
参
照
さ
れ
、
栗
斎
の
研
究
成
果
が
盛
込
ま
れ
て

ゐ
る
。

栗
斎
の
神
道
に
対
す
る
基
本
的
な
姿
勢
は
『
神
代
巻
講
義
』
に
左
の
如
く
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

固
ヨ
リ
道
ハ
天
地
公
共
ノ
道
デ
、
唐
ノ
道
デ
モ
ナ
ク
吾
邦
ノ
道
デ
モ
ナ
ク
、
天
地
開
ケ
テ
人
ガ
生
ル
ヽ
ヤ
否
ヤ
自
然
ト
人
ニ
ハ
人
ノ
道

ト
云
モ
ノ
ヽ
具
ル
ガ
、
猶
天
下
中
ノ
水
ハ
尽
ク
湿
シ
、
天
下
中
ノ
火
ハ
尽
ク
熱
イ
ヨ
ウ
ナ
モ
ノ
。
儒
書
ガ
渡
リ
テ
道
ガ
開
ケ
タ
ナ
ド
ヽ

云
ハ
弁
ズ
ル
ニ
モ
足
ヌ
妄
説
ト
云
モ
ノ
ゾ
。

こ
こ
に
て
栗
斎
は
、
道
と
は
唐
の
道
で
も
日
本
の
道
で
も
な
い
「
天
地
公
共
ノ
道
」
で
あ
り
、
従
つ
て
天
地
開
け
て
よ
り
自
然
に
具
は
つ
て

ゐ
る
も
の
と
す
る
。
か
う
し
た
立
場
は
、
神
儒
の
「
習
合
」
を
否
定
し
、
両
者
の
「
妙
契
」
を
説
く
山
崎
闇
斎
よ
り
は
、「
理
一
」
を
根
拠

と
し
て
習
合
も
妙
契
も
否
定
し
、
神
儒
一
致
を
説
く
浅
見
絅
斎
（
26
）と

近
似
し
て
ゐ
る
。
そ
の
上
に
て
栗
斎
は
、「
道
」
が
実
現
さ
れ
て
ゐ
る
我

が
国
の
尊
貴
性
も
説
く
。
す
な
は
ち
『
神
代
巻
師
説
』
下
冊
・
天
孫
降
臨
の
段
に
て
、
天
壌
無
窮
の
神
勅
に
つ
い
て
、
公
の
道
に
反
し
た
「
欲

ノ
深
イ
」
も
の
と
し
た
り
、
神
道
者
の
如
く
祝
言
と
す
る
や
う
な
解
釈
は
み
な
非
な
り
と
し
、

吾
国
ノ
帝
王
ト
云
ハ
マ
コ
ト
ニ
天
ノ
神
ノ
ア
マ
ク
ダ
ラ
セ
ラ
レ
タ
、
ソ
レ
ナ
リ
ノ
皇
統
ジ
ヤ
ニ
ヨ
リ
テ
、
ア
ノ
方
ノ
ユ
ズ
リ
ノ
キ
〳
〵

ス
ル
天
子
ト
ハ
訳
ノ
チ
ガ
ツ
タ
コ
ト
。
欲
デ
モ
徳
デ
モ
ナ
イ
、
天
カ
ラ
臍
ノ
緒
ノ
ツ
ヾ
イ
テ
ア
ル
帝
位
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
ド
ウ
モ
コ
レ

ガ
外
ノ
者
ノ
ツ
グ
ベ
キ
道
理
デ
ナ
ク
、
ウ
カ
ヾ
ウ
ベ
キ
訳
ハ
ナ
イ
コ
ト
。
吾
子
孫
可
王
之
地
ト
云
敕
命
ガ
イ
ヲ
ヽ
タ
コ
ト
バ
デ
モ
、
イ
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ノ
リ
タ
コ
ト
バ
デ
モ
、
欲
ノ
深
イ
コ
ト
バ
デ
モ
ナ
イ
。
コ
レ
ガ
正
統
正
面
ノ
ア
タ
リ
マ
ヘ
ノ
ヲ
コ
ト
バ
ト
云
モ
ノ
。
君
臣
ノ
一
ツ
ガ
ウ

ゴ
ク
ト
云
ト
、
父
子
モ
夫
婦
モ
長
幼
モ
朋
友
モ
ミ
ナ
ク
ズ
レ
ル
。
五
倫
イ
ヅ
レ
ヲ
ロ
カ
ハ
ナ
イ
ト
ハ
イ
ヘ
ド
モ
、
ア
ト
ノ
四
ツ
ハ
メ

ン
〳
〵
一
分
ン
ニ
カ
ヽ
ル
コ
ト
。
君
臣
ノ
一
倫
ハ
惣
タ
バ
ネ
ト
ナ
リ
テ
天
下
ニ
カ
ヽ
リ
テ
ア
ル
コ
ト
ユ
ヘ
、
君
臣
ノ
位
ガ
カ
ワ
ラ
ウ
ナ

レ
バ
天
ガ
下
モ
ニ
ヲ
チ
テ
地
ガ
上
ミ
ニ
ア
ガ
ル
ヨ
ウ
ナ
モ
ノ
デ
、
万
物
ソ
ウ
ク
ズ
レ
ト
云
モ
ノ
。
ソ
コ
デ
コ
ノ
ミ
コ
ト
ノ
リ
ガ
吾
国
根

本
ノ
立
ツ
ト
コ
ロ
。

と
講
じ
て
ゐ
る
。
五
倫
の
う
ち
君
臣
を
根
本
と
し
、
天
地
開
闢
以
来
、
一
系
の
皇
統
を
今
に
戴
く
我
が
国
こ
そ
が
道
義
の
中
心
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
や
は
り
道
徳
的
解
釈
が
前
面
に
出
た
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
。

さ
ら
に
、『
詩
経
講
義
』
周
頌
・
清
廟
詩
の
講
義
で
は
、

此
方
デ
神
道
〳
〵
ト
云
ト
、
妙
用
詮
義
ニ
ナ
リ
、
本
法
ノ
神
道
ト
思
フ
テ
ヰ
ル
。
皆
ソ
デ
ナ
イ
コ
ト
ゾ
。
論
語
ニ
、
子
路
ノ
鬼
神
ニ
事

フ
ル
コ
ト
ヲ
問
ハ
レ
タ
レ
バ
、
未
ダ
人
ニ
事
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
焉
ゾ
能
鬼
ニ
事
ヘ
ン
ト
仰
ラ
レ
タ
様
ナ
処
デ
ト
ク
ト
味
ハ
フ
テ
、
神
明

ニ
事
ル
旨
ヲ
合
点
シ
タ
ガ
ヨ
イ
ゾ
。
今
日
人
道
当
然
ノ
忠
孝
仁
義
ヲ
離
レ
テ
外
ニ
鬼
神
沙
汰
モ
ナ
イ
コ
ト
。
今
日
人
道
ト
ツ
レ
立
ツ
コ

ト
。

と
説
き
、
栗
斎
は
当
時
の
神
道
説
を
、
人
倫
か
ら
遊
離
し
た
「
妙
用
詮
義
」
に
堕
し
て
ゐ
る
と
認
識
し
て
ゐ
た
如
く
で
あ
り
、『
中
庸
輯
略

講
義
』
に
も
、
天
人
一
致
を
講
ず
る
段
に
、

又
神
道
者
ノ
天
人
一
致
ノ
伝
ヲ
立
ル
ニ
モ
了
簡
チ
ガ
イ
ガ
ア
リ
、
天
ヲ
カ
タ
ル
ハ
人
デ
カ
タ
リ
、
人
ヲ
カ
タ
ル
ハ
天
デ
カ
タ
ル
、
コ
ヽ

ヲ
天
人
一
致
ニ
カ
タ
ツ
タ
モ
ノ
ト
云
カ
ラ
、
今
日
人
道
ヘ
ヒ
タ
ト
天
ヲ
モ
テ
キ
テ
カ
タ
リ
過
ル
。
天
ヘ
人
ヲ
モ
テ
イ
テ
カ
タ
ツ
テ
ハ
ニ

ツ
コ
ラ
シ
ウ
ナ
シ
。
人
ヘ
天
ヲ
モ
テ
キ
テ
ハ
天
ズ
ツ
テ
人
道
当
然
ノ
切
ナ
ス
ヂ
ガ
ヌ
ケ
ル
。

云
々
と
、
垂
加
神
道
に
て
重
視
さ
れ
る
「
天
人
唯
一
」
の
伝
を
め
ぐ
つ
て
「
神
道
者
」
へ
の
批
判
が
見
え
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
栗
斎
の
姿
勢
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は
、
儒
学
を
軽
視
し
、
秘
伝
秘
儀
の
世
界
に
傾
か
ん
と
し
て
ゐ
た
垂
加
派
諸
家
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
か
う
し
た
批
判
も
既
に
浅
見

絅
斎
・
若
林
強
斎
に
見
え
る
所
で
あ
り
（
27
）、

特
に
強
斎
が
垂
加
派
の
玉
木
葦
斎
等
に
対
し
て
示
し
て
ゐ
た
態
度
を
引
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
栗
斎
は
、
神
道
を
「
人
道
当
然
ノ
忠
孝
仁
義
」
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
「
天
地
公
共
ノ
道
」
と
す
る
道
徳
的
神
道
観
を
持
ち

続
け
た
如
く
で
あ
り
、
こ
れ
は
近
江
の
滝
津
亭
に
て
祓
を
実
践
し
た
晩
年
の
強
斎
の
如
き
宗
教
的
境
地
に
は
達
せ
ず
、
よ
り
絅
斎
の
立
場
に

近
い
位
置
に
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
う
し
た
栗
斎
の
意
識
は
、
儒
書
の
講
義
に
も
反
映
さ
れ
、
そ
の
中
の
随
所
に
神
道
説
が
引
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

既
に
拙
稿
に
少
し
く
述
べ
て
あ
る
が
（
28
）、

改
め
て
そ
の
実
際
を
見
て
お
か
う
。

ま
づ
『
近
思
録
講
義
』（
甲
）
巻
一
の
道
体
篇
、
鬼
神
を
講
ず
る
段
を
見
る
と
、

雪
ト
云
ト
人
ノ
カ
ラ
ダ
ガ
ガ
タ
〳
〵
ト
フ
ル
フ
ト
云
ホ
ド
寒
ス
、
風
ト
云
ト
戸
障
子
モ
ガ
タ
〳
〵
ト
鳴
ラ
ス
ト
云
様
ニ
動
カ
ス
、
ア
ノ

風
ノ
中
、
雪
ノ
中
ニ
死
物
デ
ナ
イ
畏
ル
ベ
キ
所
ノ
ア
ル
ヲ
鬼
神
ト
云
。
畢
竟
上
ノ
帝
ト
云
ノ
使
ヒ
モ
ノ
、
其
故
ニ
此
方
デ
云
ヘ
バ
天
御

中
主
尊
ハ
上
帝
、
級
長
津
彦
命
ハ
風
ノ
神
、
句
句
廼
馳
ハ
木
ノ
神
ト
云
様
ニ
天
地
造
化
ノ
ハ
タ
ラ
キ
ヲ
ナ
ス
一
物
〳
〵
ニ
ツ
イ
テ
畏
ル

ベ
キ
活
キ
〳
〵
ト
シ
タ
所
ノ
ア
ル
ヲ
鬼
神
ト
云
。

と
あ
り
、
我
が
国
の
神
名
を
挙
げ
て
造
化
の
活
物
た
る
こ
と
が
述
べ
て
ら
れ
て
ゐ
る
。

次
い
で
存
養
篇
で
は
、
程
明
道
の
「
学
者
、
全
く
此
の
心
を
体
せ
よ
」
の
語
を
説
い
て
、

吾
国
ノ
神
道
デ
大
己
貴
尊
ガ
神
霊
ヲ
三
室
山
ニ
ト
ヾ
メ
ン
ト
ヲ
ヽ
セ
ラ
レ
タ
モ
、
ミ
ム
ロ
ハ
三
ム
ク
ロ
ト
云
コ
ト
デ
、
此
カ
ラ
ダ
ノ
コ

ト
ヲ
云
。
乃
今
三
輪
ノ
御
神
体
ハ
山
デ
、
ミ
ム
ロ
山
ニ
神
霊
ヲ
ト
ヾ
メ
ラ
レ
タ
ト
云
ハ
、
吾
国
神
代
ノ
心
法
ヲ
ツ
タ
ヘ
タ
モ
ノ
デ
、
此

全
体
心
ヲ
体
ス
ル
ト
云
ハ
、
ナ
ン
ノ
道
デ
モ
ハ
ナ
ハ
ダ
大
事
ノ
コ
ト
ゾ
。

と
、
我
が
心
を
外
物
に
奪
は
れ
ざ
ら
ん
と
す
る
修
養
を
、
神
代
巻
に
見
え
る
、
大
己
貴
命
が
自
ら
の
幸
魂
・
奇
魂
を
大
和
の
三
輪
山
に
封
じ
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た
と
い
ふ
記
事
と
対
応
さ
せ
、
こ
れ
を
「
吾
国
神
代
ノ
心
法
」
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

こ
の
『
近
思
録
講
義
』
は
、
栗
斎
四
十
四
歳
の
時
に
講
ぜ
ら
れ
て
を
り
、
栗
斎
が
儒
書
講
義
中
に
神
道
説
を
語
る
こ
と
は
、
早
く
よ
り
行

は
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
治
体
・
治
法
・
警
戒
・
聖
賢
の
各
篇
、
さ
ら
に
『
詩
経
講
義
』
や
『
中
庸
輯
略
講
義
』
等
に
於

い
て
も
、
神
道
へ
の
言
及
が
散
見
し
て
ゐ
る
。

さ
ら
に
、
栗
斎
は
神
道
書
講
義
中
に
儒
書
を
引
い
て
も
を
り
、
例
へ
ば
『
神
代
巻
師
説
』
上
冊
の
天
地
開
闢
の
段
に
て
、「
日
月
ニ
ハ
日

月
ノ
神
霊
」
が
宿
る
如
く
、
人
間
各
〻
に
も
天
神
の
分
霊
が
宿
る
こ
と
を
述
べ
て
、

ソ
コ
デ
面
々
一
分
ノ
上
ヘ
デ
イ
ヘ
バ
吾
身
ニ
此
天
地
ノ
神
霊
ガ
ヤ
ド
ラ
セ
ラ
レ
テ
ゴ
ザ
ル
。
ソ
レ
ヲ
平
生
ニ
ミ
ガ
イ
テ
、
ク
ラ
マ
ヌ
ヤ

フ
ニ
ト
ス
ル
ヲ
儒
書
デ
ハ
致
知
ノ
工
夫
ト
云
。
コ
ノ
神
霊
ヲ
ソ
コ
ナ
ウ
モ
ノ
ヲ
、
カ
チ
サ
リ
テ
ソ
コ
ナ
ワ
ヌ
ヤ
フ
ニ
ス
ル
ヲ
克
己
ノ
工

夫
ト
云
。
コ
ノ
神
明
ノ
ウ
セ
ヌ
ヤ
フ
チ
ラ
ヌ
ヤ
フ
ニ
ト
守
ル
ヲ
存
養
ノ
工
夫
ト
云
。
个
様
ニ
儒
書
ヲ
引
ツ
ケ
テ
ト
ク
コ
ト
ハ
セ
ヌ
コ
ト

ケ
レ
ド
モ
、
端
的
親
切
今
日
ノ
受
用
ニ
シ
テ
、
ド
ウ
モ
面
々
ノ
コ
ノ
ア
リ
ガ
タ
イ
神
霊
ヲ
天
地
ヨ
リ
ウ
ケ
テ
モ
チ
テ
イ
ナ
ガ
ラ
、
コ
レ

ヲ
ソ
マ
ツ
ニ
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ヲ
イ
ヘ
バ
右
ノ
通
リ
ニ
ト
キ
ワ
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。

と
、
天
神
か
ら
授
け
ら
れ
た
自
身
の
神
霊
を
清
浄
に
保
つ
こ
と
と
、
克
己
致
知
の
工
夫
と
を
並
べ
説
い
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
に
、
栗
斎
は
、

儒
書
を
講
ず
る
際
に
神
書
の
旨
を
、
さ
ら
に
神
書
を
説
く
上
に
て
も
儒
書
の
旨
を
用
ゐ
る
と
い
ふ
方
法
を
採
つ
て
を
り
、
こ
れ
は
望
楠
軒
学

派
中
に
於
い
て
も
特
色
あ
る
講
説
と
し
て
よ
い
も
の
と
思
は
れ
る
。

神
儒
の
「
習
合
」
を
否
定
し
、
両
者
の
間
に
は
自
ら
「
妙
契
」
が
存
す
る
と
す
る
山
崎
闇
斎
は
、
儒
書
の
講
義
に
て
は
神
道
を
語
ら
ず
、

神
道
の
講
義
に
て
も
儒
書
を
引
付
け
な
い
と
い
ふ
態
度
で
あ
つ
た
と
伝
へ
ら
れ
る
（
29
）が

、
若
林
強
斎
は
「
モ
一
度
ナ
イ
コ
ト
」
と
断
つ
た
上
に

て
『
大
学
序
講
義
』
を
神
儒
を
交
へ
て
行
ひ
（
30
）、

神
儒
の
本
原
が
一
貫
し
て
ゐ
る
こ
と
を
明
瞭
に
説
い
て
ゐ
た
。
こ
の
講
義
録
を
編
し
た
の
は

栗
斎
で
あ
り
、
彼
も
さ
う
し
た
方
法
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
よ
り
自
在
の
講
義
を
行
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
儒
書
と
神
道
と
を
安
易
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に
結
合
す
る
「
習
合
附
会
」
の
態
度
と
も
い
へ
よ
う
が
、
儒
道
と
神
道
と
の
通
底
を
強
調
し
、
両
道
の
分
離
を
回
避
せ
ん
と
す
る
、
栗
斎
な

り
の
神
儒
妙
契
理
解
が
示
さ
れ
た
も
の
と
見
た
い
。

結

語

以
上
に
見
来
つ
た
如
く
、
川
島
栗
斎
は
、
山
崎
闇
斎
派
、
特
に
浅
見
絅
斎
・
若
林
強
斎
の
学
問
を
継
承
し
、
西
依
成
斎
歿
後
は
望
楠
軒
学

派
の
中
核
と
し
て
活
躍
し
た
学
者
で
あ
つ
た
。
広
く
読
ま
れ
た
彼
の
講
義
筆
記
は
、
崎
門
の
精
髄
を
よ
く
発
揮
す
る
と
共
に
、
儒
学
と
神
道

と
を
巧
み
に
織
り
交
ぜ
、
両
者
の
妙
契
を
明
ら
め
ん
と
す
る
特
色
あ
る
内
容
で
あ
り
、
闇
斎
以
来
の
神
儒
兼
学
に
新
境
地
を
開
い
て
ゐ
た
も

の
と
し
て
よ
い
。
こ
の
栗
斎
に
よ
つ
て
中
継
さ
れ
た
学
問
思
想
が
、
や
が
て
幕
末
の
梅
田
雲
浜
、
あ
る
い
は
佐
土
原
藩
や
隠
岐
の
志
士
に
引

継
が
れ
、
望
楠
軒
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
栗
斎
の
辞
世
詩
（「
病
臥
覚
レ
不
二
殆
起
一
因
口
占
三
首
」
の
う
ち
の
一
首
）
を
掲
げ
、
こ
の
篤
実
の
学
者
の
伝
を
了
へ
る
こ
と
と
す
る
。

名
医
調
薬
術
弥
工

名
医
薬
を
調
し
て
術
い
よ
い
よ
工
な
り

工
不
応
知
天
命
終

工
な
れ
ど
も
応
ぜ
ず
知
ん
ぬ
天
命
の
終
る
を

良
友
如
求
我
生
久

良
友
も
し
我
が
生
の
久
し
き
を
求
め
ば

起
興
斯
道
述
無
窮

斯
道
を
起
興
し
て
無
窮
に
述
べ
よ
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年
次
・
年
齢

事

項

関

連

事

項

宝
暦
五
年

乙
亥

一
歳

○
九
月
二
十
四
日
、
生
る

○
宝
暦
の
饑
饉

宝
暦
六
年

丙
子

二
歳

○
七
月
、
頼
杏
坪
生
る

宝
暦
八
年

戊
寅

四
歳

○
宝
暦
事
件

宝
暦
十
二
年
壬
午

八
歳

○
二
月
十
九
日
、
北
条
定
斎
生
る

○
七
月
十
二
日
、
桃
園
天
皇
崩
御
。
宝
算
二
十
二

○
七
月
二
十
七
日
、
後
櫻
町
天
皇
践
祚

明
和
二
年

乙
酉

十
一
歳

○
弟
正
明
生
る

明
和
三
年

丙
戌

十
二
歳

○
三
月
九
日
、
奥
野
寧
斎
に
入
門
す

明
和
四
年

丁
亥

十
三
歳

○
妹
某
生
る

○
十
二
月
五
日
、
竹
内
式
部
歿
す
。
年
五
十
七

明
和
五
年

戊
子

十
四
歳

○
村
田
季
武
、
摂
津
泉
原
に
盈
科
書
院
を
開
く

明
和
七
年

庚
寅

十
六
歳

○
六
月
十
四
日
、
小
野
鶴
山
歿
す
。
年
七
十

○
十
一
月
二
十
四
日
、
後
桃
園
天
皇
受
禅
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明
和
九
年

壬
辰

十
八
歳

○
三
月
、
大
津
代
官
所
再
置
さ
る

安
永
三
年

甲
午

二
十
歳

○
八
月
四
日
、
内
堀
英
長
生
る

安
永
五
年

丙
申

二
十
二
歳

○
四
月
十
六
日
「
盈
科
書
院
記
」

○
三
月
十
二
日
、
石
原
正
顕
歿
す
。
年
八
十
三

○
六
月
二
十
三
日
、
石
原
正
範
、
大
津
代
官
に
任
ず

安
永
八
年

己
亥

二
十
五
歳

○
「
宮
成
大
宮
司
公
綏
碑
文
」

○
三
月
十
五
日
「
祝
中
島
成
章
元
服
并
引
」

○
正
月
三
日
、
宮
成
公
綏
歿
す
。
年
四
十
二

○
十
月
二
十
九
日
、
後
桃
園
天
皇
崩
御
、
宝
算
二
十
二

○
十
一
月
二
十
五
日
、
光
格
天
皇
践
祚

安
永
九
年

庚
子

二
十
六
歳

○
七
月
十
一
日
、
大
谷
永
庵
歿
す
。
年
八
十
三

天
明
二
年

壬
寅

二
十
八
歳

○
八
月
、
月
食
、
詩
あ
り

天
明
三
年

癸
卯

二
十
九
歳

○
九
月
十
一
日
「
四
宮
祭
事
所
牽
王
母
方
朔
之
像
匱
上
文
」

○
十
一
月
十
三
日
、
松
岡
雄
淵
歿
す
。
年
八
十
三

○
天
明
の
大
饑
饉
、
こ
れ
よ
り
天
明
八
年
に
及
ぶ

天
明
五
年

乙
巳

三
十
一
歳

○
五
月
十
五
日
「
題
覆
甕
集
」。
翌
十
六
日
「
夏
夜
偶
詠
」

○
七
月
十
二
日
「
自
叙
吟
」

天
明
六
年

丙
午

三
十
二
歳

○
夏
「
丙
午
夏
咏
囊
蛍
」

○
十
一
月
一
日
、
若
林
強
斎
講
「
笏
訓
訣
」
他
を
筆
写
す
。
識
語
に
「
川

島
寛
正
」
と
あ
り

○
八
月
二
十
五
日
、
徳
川
家
治
薨
ず
、
年
五
十

○
八
月
二
十
七
日
、
田
沼
意
次
老
中
を
辞
す
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天
明
七
年

丁
未

三
十
三
歳

○
正
月
十
九
日
、
西
依
成
斎
中
臣
祓
講
義
を
筆
写
す

○
四
月
十
五
日
、
徳
川
家
斉
将
軍
宣
下

○
六
月
十
九
日
、
松
平
定
信
老
中
首
座
と
な
る

天
明
八
年

戊
申

三
十
四
歳

○
正
月
三
十
日
、
京
都
大
火
。「
戊
申
皇
都
記
事
」

○
二
月
二
十
二
日
、
室
上
田
氏
歿
す
、
年
二
十
二

○
六
月
十
六
日
、
風
雨
殊
甚
、
詩
あ
り

○
三
月
二
十
二
日
、
西
依
孝
禎
歿
す
。
年
二
十
六

寛
政
元
年

己
酉

三
十
五
歳

○
八
月
五
日
「
復
谷
謙
吉
書
」

○
九
月
「
扁
額
文
」

○
十
月
十
一
日
「
与
佐
野
文
甫
書
」
書
中
に
名
を
「
直
正
」
と
す

○
「
奉
賀
石
原
明
府
耳
順
初
度
」

○
正
月
二
十
五
日
改
元

寛
政
二
年

庚
戌

三
十
六
歳

○
三
月
十
一
日
、
父
正
元
致
仕
す
。「
賀
大
人
致
仕
」

○
六
月
十
三
日
「
与
石
荘
明
府
書
」

○
秋
、
長
女
富
生
る
(「
与
谷
謙
吉
書
」)

○
十
一
月
二
十
二
日
、
天
皇
新
宮
遷
幸
、
こ
れ
を
拝
し
て
詩
あ
り

○
冬
「
代
小
谷
氏
記
于
酒
銘
背
」

○
五
月
二
十
四
日
、
異
学
の
禁

○
十
一
月
二
十
四
日
、
村
田
季
武
歿
す
。
年
七
十

寛
政
三
年

辛
亥

三
十
七
歳

○
八
月
九
日
「
与
古
川
立
祐
書
」

○
十
一
月
五
日
、
父
正
元
歿
す
、
年
七
十
二

寛
政
四
年

壬
子

三
十
八
歳

○
八
月
二
日
、
妹
某
歿
す
、
年
二
十
五

○
十
一
月
「
送
小
林
安
生
宦
遊
東
武
」

○
女
子
某
生
る

○
四
月
、
多
賀
垂
加
霊
社
再
興
さ
る

寛
政
五
年

癸
丑

三
十
九
歳

○
正
月
「
贈
内
鳥
玄
策
幷
引
」

○
「
賀
梅
亭
紀
氏
六
十
初
度
」

○
五
月
二
十
二
日
、
松
坊
順
専
歿
す
。
年
六
十
一

○
六
月
二
十
八
日
、
高
山
彦
九
郎
歿
す
。
年
四
十
七

○
七
月
二
十
三
日
、
松
平
定
信
老
中
を
免
ぜ
ら
る
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寛
政
六
年

甲
寅

四
十
歳

○
二
月
「
算
工
片
岡
氏
納
隷
首
像
篋
之
記
」

○
六
月
、
脚
気
を
病
み
七
月
ま
で
臥
す
。
詩
あ
り

○
十
月
「
痘
瘡
篇
」

○
中
庸
を
講
ず

○
上
原
立
斎
生
る

○
十
二
月
二
十
二
日
、
石
原
正
範
歿
す
。
年
六
十
五

寛
政
七
年

乙
卯

四
十
一
歳

○
三
月
十
一
日
、
石
原
正
通
、
大
津
代
官
に
任
ず

寛
政
八
年

丙
辰

四
十
二
歳

○
四
月
十
四
日
、
姉
某
歿
す
、
年
四
十
五

○
三
月
、
若
林
強
斎
墓
所
修
復
の
事
あ
り

寛
政
九
年

丁
巳

四
十
三
歳

○
「
哭
成
斎
西
依
先
生
」

○
閏
七
月
四
日
、
西
依
成
斎
歿
す
。
年
九
十
六

寛
政
十
年

戊
午

四
十
四
歳

○
十
月
八
日
、
近
思
録
為
学
以
下
開
講

○
西
山
拙
斎
歿
す
、
年
六
十
四

寛
政
十
一
年
己
未

四
十
五
歳

○
六
月
五
日
、
楚
辞
開
講

○
「
祭
田
島
定
明
文
」

寛
政
十
二
年
庚
申

四
十
六
歳

○
七
月
二
十
日
、
守
中
翁
神
道
筆
記
を
筆
写
す

〇
八
月
、
神
道
劄
記
を
筆
写
す

○
一
月
十
一
日
、
西
依
墨
山
歿
す
。
年
七
十
五

享
和
元
年

辛
酉

四
十
七
歳

○
正
月
十
日
「
哭
小
野
可
行
」

○
四
月
十
三
日
、
富
歿
す
、
年
十
二
。「
悼
長
女
富
」

○
六
月
十
一
日
、
孟
子
序
説
開
講
、
七
月
一
日
に
至
り
て
終
る

〇
六
月
二
十
五
日
、
楚
辞
満
講

○
冬
、
延
平
答
問
を
会
読
す

○
論
語
開
講
、
十
一
月
二
日
に
至
り
て
終
る
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享
和
二
年

壬
戌

四
十
八
歳

○
三
月
十
九
日
、
小
学
内
篇
開
講
、
八
月
四
日
に
至
り
て
終
る

○
春
、
同
志
と
上
蔡
語
録
を
校
合
す

○
五
月
十
一
日
、
孟
子
開
講
、
八
月
六
日
に
至
り
て
終
る

○
六
月
よ
り
七
月
、
京
畿
洪
水
。「
壬
戌
洪
水
作
」

○
九
月
、
宝
基
本
記
抄
を
筆
写
す

享
和
三
年

癸
亥

四
十
九
歳

○
九
月
朔
日
、
邑
田
仲
龍
に
書
を
送
る

○
秋
、
奥
野
寧
斎
病
臥
、
枕
辺
に
侍
す

○
「
哭
奥
野
寧
斎
先
生
」

○
十
一
月
十
八
日
、
奥
野
寧
斎
歿
す
。
年
六
十
八

文
化
元
年

甲
子

五
十
歳

○
二
月
、
栗
斎
改
点
の
『
朱
子
行
状
』
刊
せ
ら
る

○
三
月
十
日
、
小
学
開
講

○
九
月
二
十
八
日
、
母
鳥
居
氏
歿
す
、
年
七
十
二

○
十
一
月
七
日
、「
喪
葬
私
考
序
」

○
「
代
某
官
吏
書
於
盤
背
文
」

○
冬
、
京
大
津
間
に
車
石
を
敷
く

○
十
二
月
八
日
、
鈴
木
尋
思
斎
歿
す
。
年
六
十
一

文
化
二
年

乙
丑

五
十
一
歳

○
四
月
二
十
三
日
、
京
に
若
槻
幾
斎
を
訪
ふ

○
九
月
、
栗
斎
再
校
附
点
の
『
五
経
』
(闇
斎
点
と
称
す
)刻
成
る

○
「
祭
宮
崎
帯
刀
文
」

文
化
四
年

丁
卯

五
十
三
歳

○
二
月
、
多
賀
に
垂
加
霊
社
を
祭
る
（「
祭
垂
加
霊
社
文
」）

文
化
五
年

戊
辰

五
十
四
歳

○
三
月
二
十
九
日
、
論
語
開
講
、
文
化
八
年
五
月
十
四
日
、
顔
淵
篇
に
し

て
止
む

○
三
月
、
若
林
強
斎
講
感
興
詩
講
義
を
筆
写
す

○
六
月
一
日
、
若
林
強
斎
講
大
学
序
講
義
に
跋
す

○
八
月
二
十
一
日
、
白
鹿
洞
書
院
掲
示
開
講

○
九
月
二
十
三
日
、
中
庸
開
講

○
九
月
二
十
四
日
、
女
子
某
歿
す
、
年
十
六



註
（
1
）
近
藤
啓
吾
翁
「
西
依
成
斎
の
学
勲
」（
同
『
若
林
強
斎
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
昭
和
五
十
四
年
に
所
収
）、
同
『
小
野
鶴
山
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、

平
成
十
四
年
）、
岸
本
三
次
氏
『
西
依
成
斎
基
礎
資
料
集
』（
岩
田
書
院
、
平
成
十
七
年
）、
同
「
西
依
成
斎
の
書
―
そ
の
「
個
性
」
と
「
普
遍
性
」
に
つ

い
て
―
」（『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
九
十
六
号
、
平
成
十
八
年
）、「
西
依
成
斎
の
日
々
」（
同
第
九
十
八
号
、
平
成
十
九
年
）、「
西
依
成
斎
の
交
友
」（
同

第
百
号
、
平
成
二
十
年
）
他
。

（
2
）
拙
稿
「
望
楠
軒
学
派
の
展
開
―
奥
野
寧
斎
の
学
徳
―
」（『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』
第
七
十
八
号
、
平
成
二
十
三
年
）、
拙
編
『
垂
加
神
道
未

公
刊
資
料
集
一
』（
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
、
平
成
二
十
四
年
）、
同
『
垂
加
神
道
未
公
刊
資
料
集
二
』（
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神

道
研
究
所
、
平
成
二
十
八
年
）
を
参
照
。

（
3
）
岡
彪
村
翁
編
刊
『
日
本
道
学
淵
源
録
』（
昭
和
九
年
）
は
、
続
録
巻
之
五
の
西
依
成
斎
条
に
附
し
て
栗
斎
条
を
立
て
、
こ
の
碑
文
を
引
い
て
ゐ
る
。

（
4
）
京
都
市
歴
史
資
料
館
編
刊
『
叢
書
京
都
の
史
料
』
七
（
平
成
十
五
年
）
所
収
。

（
5
）
渡
邊
忠
司
氏
編
著
、
清
文
堂
出
版
、
平
成
二
十
八
年
。
ま
た
同
氏
「
近
世
大
津
代
官
所
同
心
の
編
成
と
勤
務
態
勢
の
確
立
」（『
佛
教
大
学
歴
史
学
論

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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文
化
六
年

己
巳

五
十
五
歳

○
八
月
二
十
四
日
、
伊
川
先
生
四
箴
開
講
、
十
一
月
十
二
日
に
至
り
て
終
る

文
化
七
年

庚
午

五
十
六
歳

○
二
月
五
日
、
小
学
開
講
、
翌
年
五
月
二
十
日
、
敬
身
篇
に
し
て
止
む

○
七
月
七
日
、
紀
楳
亭
歿
す
。
年
七
十
七

文
化
八
年

辛
未

五
十
七
歳

○
二
月
十
六
日
、
若
林
強
斎
講
大
家
商
量
集
師
説
に
跋
す

○
神
武
紀
を
講
ず
。
病
に
よ
り
中
途
に
し
て
止
む

○
七
月
二
十
二
日
、
歿
す



集
』
第
六
号
、
平
成
二
十
八
年
）
も
参
照
。

（
6
）
盈
科
書
院
と
村
田
季
武
に
つ
い
て
は
、
茨
木
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
茨
木
市
史
』（
茨
木
市
役
所
、
昭
和
四
十
四
年
）
を
参
照
。

（
7
）
旧
丸
屋
町
に
は
、「
西
王
母
東
方
朔
木
偶
記
」
の
墨
書
を
持
つ
人
形
の
頭
部
を
収
め
る
木
箱
が
現
存
し
て
ゐ
る
。
そ
の
記
文
は
、
一
部
出
入
は
あ
る

も
の
の
、
栗
斎
の
「
匱
上
文
」
と
同
内
容
で
あ
る
。
詳
し
く
は
『
大
津
祭
総
合
調
査
報
告
書
十
四
西
王
母
山
（
桃
山
）』（
滋
賀
民
俗
学
会
、
昭
和

五
十
三
年
）、
和
田
光
生
氏
「
大
津
祭
曳
山
か
ら
く
り
に
関
す
る
覚
書
」（『
大
津
市
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
十
三
、
平
成
二
十
九
年
）
を
参
照
。

（
8
）
佐
藤
賢
一
氏
『
近
世
日
本
数
学
史
関
孝
和
の
実
像
を
求
め
て
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
十
七
年
）。

（
9
）
谷
省
吾
氏
旧
蔵
本
。
同
氏
「
日
之
少
宮
の
伝
の
論
理
―
そ
の
神
学
的
意
義
―
」（『
神
道
宗
教
』
第
三
十
三
号
、
昭
和
三
十
八
年
）
に
よ
る
。

（
10
）
九
州
大
学
附
属
図
書
館
碩
水
文
庫
所
蔵
（
オ
／
六
）。

（
11
）
多
賀
の
垂
加
霊
社
に
つ
い
て
は
、
谷
省
吾
氏
「
多
賀
の
垂
加
霊
社
」（
同
『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
12
）
渡
邊
忠
司
氏
前
掲
『
大
津
代
官
所
同
心
記
録
』。

（
13
）
谷
省
吾
氏
旧
蔵
本
奥
書
。
同
氏
『
神
道
原
論
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
昭
和
四
十
六
年
）
附
録
そ
の
一
「
若
林
強
斎
『
神
道
大
意
』」
に
よ
る
。
な

ほ
同
書
に
は
、
松
村
保
定
が
同
じ
本
を
書
写
し
た
一
本
も
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

（
14
）
英
長
に
つ
い
て
は
、『
大
津
市
志
』
の
該
項
の
他
、
岡
彪
村
翁
前
掲
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
続
録
増
補
巻
下
、
榧
木
亨
氏
『
日
本
近
世
期
に
お
け
る
楽

律
研
究
―
『
律
呂
新
書
』
を
中
心
と
し
て
』（
東
方
書
店
、
平
成
二
十
九
年
）
第
六
章
「
内
堀
英
長
の
『
律
呂
新
書
』
研
究
―
『
律
呂
新
書
』
研
究
の
象

数
学
的
展
開
―
」
を
参
照
。

（
15
）
岡
彪
村
翁
前
掲
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
続
録
増
補
巻
下
。

（
16
）
岡
彪
村
翁
編
刊
、
昭
和
十
五
年
。

（
17
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

（
18
）
坐
春
風
文
庫
に
つ
い
て
は
、
疋
田
啓
佑
氏
「
九
州
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
研
究
室
蔵
坐
春
風
文
庫
目
録
及
び
注
」（『
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究

大
津
崎
門
派
川
島
栗
斎
（
松
本
）
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報
告
』
第
四
号
、
昭
和
四
十
四
年
）
を
参
照
。

（
19
）
蕪
木
文
庫
旧
蔵
資
料
は
、
郷
土
資
料
中
の
山
口
巌
家
文
書
、
山
口
節
家
文
書
、
鎌
倉
家
文
書
に
分
割
し
て
寄
託
さ
れ
て
ゐ
る
。
詳
し
く
は
柏
木
恒
彦

氏
「
上
総
道
学
と
梅
沢
芳
男
（
思
斎
）」（『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
一
〇
六
号
、
平
成
二
十
三
年
）
を
参
照
。

（
20
）『
喪
葬
私
考
』
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
翁
『
増
訂
浅
見
絅
斎
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
平
成
二
年
）、
松
川
雅
信
氏
『
儒
教
儀
礼
と
近
世
日
本
社

会
―
闇
斎
学
派
の
『
家
礼
』
実
践
―
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
令
和
二
年
）
に
言
及
が
あ
る
。
な
ほ
、
梅
田
雲
浜
門
の
西
川
俛
斎
（
名
正
義
、
称
耕
蔵
）
に
『
葬

祭
私
略
』（
近
江
新
報
社
、
明
治
四
十
二
年
）
の
著
が
あ
り
、
浅
見
絅
斎
・
若
林
強
斎
の
説
と
共
に
『
喪
葬
私
考
』
の
説
が
多
く
引
か
れ
て
ゐ
る
。

（
21
）
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
の
『
蕪
木
文
庫
目
録
』（
鎌
倉
家
文
書
ア
一
五
一
八
）、
及
び
栗
斎
に
関
す
る
梅
澤
氏
の
覚
書
（
同
ア
二
二
四
二
）
に
よ
る
。

（
22
）
入
谷
仙
介
・
櫻
木
保
両
氏
「
隠
岐
地
方
漢
籍
目
録
」（『
山
陰
文
化
研
究
紀
要
』
第
二
十
三
号
、
昭
和
五
十
八
年
）
に
、『
川
島
東
斎
先
生
論
語
講
義
読

法
序
説
』『
東
斎
先
生
大
学
講
義
』『
栗
斎
先
生
小
学
外
篇
講
義
』『
中
庸
講
義
栗
斎
先
生
』
等
が
見
え
て
ゐ
る
。「
東
斎
」
は
「
栗
斎
」
の
誤
記
に
て
、

こ
れ
ら
は
恐
ら
く
川
島
栗
斎
の
講
説
で
あ
ら
う
。

（
23
）
朝
倉
治
彦
氏
監
修
『
近
世
出
版
広
告
集
成
』
第
一
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和
五
十
八
年
）。

（
24
）
岡
彪
村
翁
前
掲
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之
四
所
収
『
尚
斎
先
生
実
記
』
上
「
遺
事
」
註
に
引
く
上
原
立
斎
の
語
に
よ
る
。

（
25
）
近
藤
啓
吾
翁
前
掲
「
川
島
栗
斎
所
講
『
論
語
講
義
』
に
つ
い
て
―
崎
門
朱
子
学
概
説
―
」。

（
26
）
清
水
則
夫
氏
「
浅
見
絅
斎
の
神
道
観
と
道
に
つ
い
て
」（『
日
本
思
想
史
学
』
第
三
十
九
号
、
平
成
十
九
年
）。
な
ほ
、
絅
斎
の
神
道
観
に
つ
い
て
は
、

久
保
田
収
氏
「
垂
加
神
道
に
お
け
る
浅
見
絅
斎
の
地
位
」（
同
氏
『
神
道
史
の
研
究
』
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
昭
和
四
十
八
年
）、
近
藤
啓
吾
翁
『
増
訂

浅
見
絅
斎
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
平
成
二
年
）
等
を
参
照
。

（
27
）
高
島
元
洋
氏
『
山
崎
闇
斎
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
四
年
）
第
十
章
・
垂
加
神
道
「
天
人
唯
一
説
に
対
す
る
批
判
」
の
項
参
照
。

（
28
）「
闇
斎
学
派
に
於
け
る
神
儒
兼
学
の
展
開
―
妙
契
と
習
合
と
―
」（『
藝
林
』
第
巻
第
号
、
令
和
元
年
）

（
29
）
例
へ
ば
、
谷
秦
山
『
俗
説
贅
辨
』
に
「
垂
加
翁
儒
書
を
語
る
や
、
一
言
も
神
道
の
う
は
さ
な
し
。
神
道
を
か
た
れ
る
や
、
半
句
も
儒
書
の
沙
汰
な
し
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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別
席
に
あ
つ
て
別
人
の
話
を
聞
が
如
し
」
と
あ
る
。

（
30
）
近
藤
啓
吾
翁
校
注
『
神
道
大
系
垂
加
神
道
（
下
）』（
神
道
大
系
編
纂
会
・
昭
和
五
十
三
年
）
所
収
。
こ
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
翁
「
大
学

の
講
説
」（
同
『
若
林
強
斎
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
昭
和
五
十
四
年
に
所
収
）、
田
尻
祐
一
郎
氏
「
闇
斎
学
派
―
若
林
強
斎
を
中
心
に
」（
源
了
圓
氏
編
『
江

戸
の
儒
学
―
『
大
学
』
受
容
の
歴
史
』
思
文
閣
出
版
、
昭
和
六
十
三
年
に
所
収
）、
牛
尾
弘
孝
氏
「
崎
門
に
お
け
る
朱
子
学
と
神
道
―
若
林
強
斎
の
『
大

学
序
講
義
』
を
中
心
と
し
て
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
三
十
一
巻
、
平
成
五
年
）
を
参
照
。

附
記

傳
光
院
の
栗
斎
以
下
川
島
家
墓
碑
と
檀
家
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
同
院
副
住
職
・
松
平
康
人
師
の
御
協
力
を
賜
つ
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意

を
表
し
ま
す
。

大
津
崎
門
派
川
島
栗
斎
（
松
本
）
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